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Ⅰ 建学の精神と３つのポリシー                          
 

Ⅰ-１ 建学の精神 

本学園は、日本初の女子体育教師養成学校として創設され、創設時から音楽を応用した体操遊戯を取り入れ、

一世紀以上にわたって社会に貢献してきました。 

建学の精神は、「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正しい女子体育指導者の育成」です。これは、藤村トヨ

の女性観、教育観により確立したもので、現在でも本学園では「女性の感性を生かした体育の実践」を重視して

います。「多弁」と「巧言令色」を嫌い「不言実行」を大義に、思慮深くて高潔な人格形成を目指した藤村トヨ

は、学生と寝食を共にしながら全人教育を実践してきました。今日でも、この全人教育は本学園の教育信条とし

て学生指導の大きな指針となっています。また、健康の秘訣として藤村トヨが提唱した「腰伸ばせ即腹の力」の

教えは、事における精神的構えとして現在でも本学園を象徴する教訓として生きています。 

 

Ⅰ-２ ディプロマ・ポリシー(卒業認定・学位授与の方針) 

 

ディプロマ・ポリシーとは 

学部・学科等の教育理念に基づき、どのような力を身に付けた者に卒業を認定し、学位を授与するのかを定め

る基本的な方針であり，学生の学修成果の目標ともなるものです。 

 

（１）  大学体育学部体育学科 

東京女子体育大学は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正しい女子体育指導者の

育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、教育への情熱ならびにより高度な専門知識と

技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育大学 体育学部 体育学科は、本学建学の精神に沿って以下の要件を満たす学生に対し、「学

士(体育学)」を授与します。 

 

 

 

 

 

 

（2） 短期大学保健体育学科 

東京女子体育短期大学 保健体育学科は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正し

い女子体育指導者の育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、教育への情熱ならびに高

度な専門知識と技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育短期大学 保健体育学科は、本学建学の精神に沿って以下の要件を満たす学生に対し、「短期

大学士(保健体育)」を授与します。 

 

 

 

 

 

 

１ 教養教育と体育学に関する専門教育によって、体育・スポーツおよび保健の視野から人間の一生にお

ける成長過程を幅広くとらえることのできる「理論的な知」と「実践的な知」を有すること。 

２ 体育の本質と理想を追求するとともに、その担い手である指導者の資質への理解を深めていること。 

３ 多様化する現代社会における教育問題および社会問題を理解し、それを解き明かす探究心と、誠実に

立ち向かう対応能力があること。 

１ １ 教養教育と体育学に関する専門教育を実学として学び、体育・スポーツおよび保健の視野から人間の

一生における成長過程を幅広くとらえることのできる「理論的な知」と「実践的な知」を有すること。 

２ ２ 体育の本質と理想を追求するとともに、その担い手である指導者の資質への理解を深めていること。 

３ ３ 多様化する現代社会における教育問題および社会問題を理解し、それを解き明かす探究心と、誠実に

立ち向かう対応能力があること。 
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（3） 短期大学児童教育学科 

東京女子体育短期大学 児童教育学科は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正し

い女子体育指導者の育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、教育への情熱ならびに高

度な専門知識と技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育短期大学 児童教育学科は、本学建学の精神に沿って以下の要件を満たす学生に対し、「短期

大学士(児童教育)」を授与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ-３ カリキュラム・ポリシー(教育課程編成・実施の方針) 

 

カリキュラム・ポリシーとは、 

ディプロマ・ポリシーの達成のために、どのような教育課程を編成し、どのような教育内容・方法を実施し、

学修成果をどのように評価するのかを定める基本的な方針です。 

 

(１) 大学体育学部体育学科 

〈カリキュラムの体系〉 

体育学部体育学科の教育課程は、本学の基本理念を具体化し教育目的を達成するために、独自の基礎科

目・一般的な教養科目・体育の専門科目で構成されます。 

体育学部は、深く保健体育に関する専門の学術と技芸を教授研究し、より高いスポーツ技能や幅広いスポ

ーツ技能を習得し、有能な女子体育指導者を養成するとともに、健全なよき社会人を育成することを目的と

しています。また、今日の社会の変化に対応し、社会体育の振興と生涯スポーツの普及に伴う社会体育指導

者の需要に的確に対応できる人材の育成を目指します。そのため、各種スポーツ指導者としての公的資格取

得への道を講じ、多様な進路に対応できるようにしています。 

体育学部のカリキュラム体系は、基礎科目において本学の基本理念および歴史と伝統を学びます。また

１・２年次のあいだに教養科目によって豊かな教養の基盤を養い、スポーツ科学を基盤とした体育専門の基

礎理論を学び、かつ体育の基礎技能ならびに発展的技能の習得を履修の中心に据えています。また、同時に

体育・スポーツに関する各学問領域への導入を図っています。 

３年次以降はより専門的な学習へと展開するように、専攻コースを設けカリキュラムを設計し、身体教育

ならびに健康教育のあり方、さらには社会におけるスポーツ文化の伝承について、理論と実技の両面から専

門的に学ぶことができます。 

 

〈カリキュラムの特色〉 

体育学部のカリキュラムは、体育・スポーツ・健康などの専門分野を幅広く学び、学校・社会・企業が

求める体育・スポーツの優れた指導者や専門家としての実践力を身につけるため、多様な科目を開設して

います。また専門科目を系統化した専攻コースを設け、学生の能力・適性・進路に対応させています。学

１ 教養教育と児童教育・保育に関する専門教育によって、「動きづくり」「音づくり」「ものづくり」の

視野から子どもの成長過程を幅広くとらえ、子どもの感性を豊かに育てることのできる「理論的な知」

と「実践的な知」を有すること。 

２ 児童教育の本質と理想を追求するとともに、その担い手である指導者の資質への理解を深めているこ

と。 

３ 多様化する現代社会における教育問題および社会問題を理解し、それを解き明かす探究心と、誠実に

立ち向かう対応能力があること。 
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生は自分自身の身につけたい専門性と進路等に合わせて、授業科目および専攻コースを選択し、意欲的に

学習活動に取り組むことができるようにしています。 

体育専門の学習内容は多岐にわたり不得意な科目も出てきます。本学部では学生同士が教え合い深く交

流しながら、相互に学び合うことを大切にしています。教員が学生と活動の場を共有し、教務補佐員やス

チューデントアシスタントと連携しながら、一人ひとりにきめ細かく指導する体制を整えています。本学

の学生は、このような環境のなかで常に自らの限界を超えていくように努力していきます。 

 

(２) 短期大学保健体育学科 

〈カリキュラムの体系〉 

保健体育学科の教育課程は、本学の基本理念を具体化し教育目的を達成するために、独自の基礎科目・

一般的な教養科目・体育の専門科目で構成されます。 

保健体育学科は、保健体育に関する専門の学術と技芸を教授研究し、有能な女子体育指導者を養成する

とともに、健全なよき社会人を育成することを目的としています。また、今日の社会の変化等に対応し、

社会体育の振興と生涯スポーツの普及に伴う社会体育指導者の需要にも応じるとともに、一般企業でも活

躍できる人材の育成も目指しています。 

本学科のカリキュラム体系は、基礎科目において本学の基本理念および歴史と伝統を学びます。２年間

の学びでは、教養科目によって豊かな教養の基盤を養い、スポーツ科学を基盤とした体育専門の基礎理論

を実学として学び、かつ体育の基礎技能を習得し、社会に出るための実践力を養います。そのため各種ス

ポーツ指導者としての公的資格取得への道を講じ、多様な進路に対応できるようにしています。また、東

京女子体育大学へ編入し、さらに高度な学びを求める学生のために、体育学部カリキュラムとの互換性を

高くするなどの措置を講じています。 

 

〈カリキュラムの特色〉 

保健体育学科のカリキュラムは、学校、社会、企業が求める体育・スポーツの幅広い優れた指導者や専

門家としての実践力を身につけるため、進路にあった選択ができるよう選択科目を多く開設しています。 

体育における学習内容は多岐にわたり、不得意な科目も出てきます。本学科では学生同士が教え合い深

く交流しながら、相互に学び合うことを大切にしています。教員が学生と活動の場を共有し、教務補佐員

やスチューデントアシスタントと連携しながら、一人ひとりにきめ細かく指導する体制を整えています。

本学の学生は、このような環境のなかで常に自らの限界を超えていくように努力していきます。 

 

（３） 短期大学児童教育学科 

〈カリキュラムの体系〉 

児童教育学科の教育課程は、本学の基本理念を具体化し教育目的を達成するために、独自の基礎科目・

一般的な教養科目・教科に関する科目・教職に関する科目および保育に関する科目で構成されます。 

児童教育学科は、乳幼児・児童に関する専門的な学術と技芸を教授研究し、保育所やその他の児童福祉

施設、幼稚園および小学校の有能な指導者を養成するとともに、健全な社会人を育成することを目的とし

ています。教員・保育士養成を主たる目的として、「動きづくり」、「音づくり」、「ものづくり」など実践力

をもつ指導者の養成を目指しています。さらに具体的に学校教育・社会教育・家庭教育を含む生涯教育を

背負って立つことのできる、健全な信頼される女子教育者、保育者育成を目指しています。 

児童教育学科のカリキュラム体系は、基礎科目において本学の基本理念および歴史と伝統を学びます。

２年間の学びでは、教養科目によって豊かな教養の基盤を養い、教科に関する科目、教職に関する科目お

よび保育に関する科目から、子どもたちの感性を豊かに育てるための確かな実践力を養います。また、東



- 4 - 

京女子体育大学へ編入し、さらに高度な学びを求める学生のために、保健体育学科カリキュラムとの互換

性を高くするなどの措置を講じています。 

 

〈カリキュラムの特色〉 

児童教育学科のカリキュラムは、体育短期大学の特性を生かした専門的な体育教育や、動きづくり、音

づくり、ものづくりについて学び、保育所やその他の児童福祉施設、幼稚園や小学校の指導者としての資

質・能力を養います。さらにその集大成として創作オペレッタを上演し、仲間とともに手づくりで創造に

向かう過程を身をもって体験できるようにしています。また、コース制を導入して進路希望に即した履修

指導を行い、体育短期大学の充実した専門施設を生かし、スポーツ指導資格取得を含めた広範囲な分野で

の自己実現が図れるように工夫しています。 

児童教育学科における学修内容は多岐にわたり、実践的・体験的な学修が求められます。そこで学生同

士が学び合い、主体的・対話的で深い学びとなることを大切にしています。学生と教員が活動の場を共有

し、一人ひとりにきめ細かく指導する体制を整えています。本学の学生は、このような環境のなかで常に

自らの限界を超えていくように努力していきます。 

 

Ⅰ-４ アドミッション・ポリシー（入学者受け入れ方針） 

 

アドミッション・ポリシーとは、 

学部・学科等の教育理念、ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーに基づく教育内容等を踏まえ、入

学者を受け入れるための基本的な方針であり，受け入れる学生に求める学習成果を示すものです。 

 

(１) 大学体育学部体育学科 

東京女子体育大学は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正しい女子体育指導者

の育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、教育への情熱ならびにより 

高度な専門知識と技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育大学は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正しい女子体育指導者の

育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、教育への情熱ならびにより高度な専門知識と

技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育大学は、豊かな教養とスポーツ科学を基盤とした専門的な知識、ならびに運動技能の習得

と指導をめぐる身体知を養成する教育プログラムを展開します。さらに、女性の感性を生かした体育の実

践を通して、体育・スポーツの意味や価値に関する認識を深め、専門的な能力を身につけます。そのこと

によって、女性として、あらゆる世代にスポーツ文化を伝え、時代を超えて浸透させていくことのできる

人材の育成を目指します。 

東京女子体育大学は、自らの目的を実現するための旺盛な探究心と活発な行動力をもち、安易に正解や

結果を導こうとするのではなく、その過程を幅広くとらえ不断の努力を惜しまず、常に他人を思いやり、

新しい自分を発見しようとする意欲ある女性を求めます。 

また、東京女子体育大学は、文武両道を重んじ、修学とスポーツ活動の両立を旨とし、本学の歴史や理

念および教育方針を理解した上で、東京女子体育大学で学びたいという熱意のある女性を求めます。 
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(２) 短期大学保健体育学科 

東京女子体育短期大学 保健体育学科は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正

しい女子体育指導者の育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、教育への情熱ならび

に高度な専門知識と技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育短期大学 保健体育学科は、豊かな教養とスポーツ科学を基盤とした専門的な知識、なら

びに実践的指導力となる身体知を養成する教育プログラムを展開します。さらに、女性の感性を生かした

体育の実践を通して、体育・スポーツの意味や価値に関する認識を深め、実践的な能力を身につけます。

そのことによって、女性として、あらゆる世代にスポーツ文化を伝え、時代を超えて浸透させていくこと

のできる人材の育成を目指します。 

東京女子体育短期大学 保健体育学科は、自らの目的を実現するための旺盛な探究心と活発な行動力を

もち、安易に正解や結果を導こうとするのではなく、その過程を幅広くとらえ不断の努力を惜しまず、常

に他人を思いやり、新しい自分を発見しようとする意欲ある女性を求めます。 

また、東京女子体育短期大学 保健体育学科は、文武両道を重んじ、修学とスポーツ活動の両立を旨と

し、本学の歴史や理念および教育方針を理解した上で、東京女子体育短期大学で学びたいという熱意のあ

る女性を求めます。 

 

(３) 短期大学児童教育学科 

東京女子体育短期大学 児童教育学科は、建学の精神である「心身ともに健全で、質素で誠実、礼儀正

しい女子体育指導者の育成」を体現し、その姿勢をもって正しく社会の要請に応え、児童教育・保育への

情熱ならびに高度な専門知識と技能を有する実践的な指導者の育成を教育の目標とします。 

東京女子体育短期大学 児童教育学科は、豊かな教養と専門的な知識、ならびに「動きづくり」、「音づ

くり」、「ものづくり」という視野から、子どもの感性に共振する身体知を養成する教育プログラムを展開

します。さらに、女性の感性を生かした体育の実践を通して、幼児や児童の教育に関する認識を深め、専

門的な能力を身につけます。そのことによって、女性として、子どもたちの成長を支え、豊かな感性を育

てることのできる指導者の育成を目指します。 

東京女子体育短期大学 児童教育学科は、“スポーツを愛し、子どもを愛せる人”を求めます。その上

で、自らの目的を実現するための旺盛な探究心と活発な行動力をもち、安易に正解や結果を導こうとする

のではなく、その過程を幅広くとらえ不断の努力を惜しまず、常に他人を思いやり、新しい自分を発見し

ようとする意欲ある女性を求めます。また、本学の歴史や理念および教育方針を理解した上で、東京女子

体育短期大学で学びたいという熱意のある女性を求めます。 
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( ) 業  

 

 

 

 

分を１校時(１コ )とし 、 時 １ 時 分まで１ 校時

( は２校時)に 分し います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 業時 の いので、 に 動し い。 で

た場合には 業 教員に の い。 

 

 

分は ・ 、 分は １・ ２・ １・ ２、 分はａ・ｂ・

・ ・ ・ に 分 ます。な 、 学年の 道( 道)・ 道( 道)

の 業は、① の スに 分し 行います。 

 

 

分 ・ に 分 ます。 

 

 

分は ・ ・ に 分 ます。 

 

期・後期の の 業で ス に 、 業の内容・進

に い ンスを行います。 

期は、履修 録 です 、履修を 定する 業科目の 業に必

し い。 

後期は、 に履修 録した 業科目の 業に し い。 

校 時 業時  
１校時 ： １ ：３  
２校時 １ ：４ １２：１  

( み) (１２：１ １３： ) 

３校時 １３： １４：３  
４校時 １４：４ １６：１  
校時 １６：２ １ ：  

分   
分 １ ２ １ ２ 
分 ａ ｂ     

道 ① ② ③    

分 ス制 

分   

分 ス制 

分    
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業の  

 

 業開 の１  

 
分の の で、 業内容 に い スに 体 に

した と、 業に ます。 
 

学年と ス制をと いるので、 の 業

・ ・  

 

は、 業科目 教員 履修 名 に 行います。 業に

は、 理 に学生 を し をとる と ますので、必

学生 を 行し い。 

 

原 とし 、 は いないので ない 業開 には指定

た教 に 合し い。 

 

業は、定 た時 に しな な ま 。

し 学生の 合で をする場合は、教 に る に必

項を し の 業科目 教員に に し い。

また、 １ 上 する場合は、 を 業科目

教員に に するとと に、 を教 に し い

（ ・ の場合は、 した との分 る のを る

と）。 

 

次の場合は、特別 の いになる（ 必 ）ので

し 特別 の に必 項を し、 の を

業科目 教員に し い。 

た し、 で る とに はないので、 業 数には 分に

し い。 

の は ー ー ン ー で ます。 

       

業の時 の  特別 教   

(２ 内 ・連 した まで) 会 な  

定  校

業   

体  教職   

学を 表した 合 場 学生  場  

職   社  

教育実  特別  教職   

社会体育 実    

特定の 定   

特定の ン 域活動 域 ン ー  

の 行 学 特に た場合 教   
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分を１校時(１コ )とし 、 時 １ 時 分まで１ 校時

( は２校時)に 分し います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 業時 の いので、 に 動し い。 で

た場合には 業 教員に の い。 

 

 

分は ・ 、 分は １・ ２・ １・ ２、 分はａ・ｂ・

・ ・ ・ に 分 ます。な 、 学年の 道( 道)・ 道( 道)

の 業は、① の スに 分し 行います。 

 

 

分 ・ に 分 ます。 

 

 

分は ・ ・ に 分 ます。 

 

期・後期の の 業で ス に 、 業の内容・進

に い ンスを行います。 

期は、履修 録 です 、履修を 定する 業科目の 業に必

し い。 

後期は、 に履修 録した 業科目の 業に し い。 

校 時 業時  
１校時 ： １ ：３  
２校時 １ ：４ １２：１  

( み) (１２：１ １３： ) 

３校時 １３： １４：３  
４校時 １４：４ １６：１  
校時 １６：２ １ ：  

分   
分 １ ２ １ ２ 
分 ａ ｂ     

道 ① ② ③    

分 ス制 

分   

分 ス制 

分    
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の  

 

 

 

 

 

の  

 

 

 

 

 

業科目 教員の 合 で 講になる場合は、 ポー ル

 に しますので、 し い。 

 

校 に、 に る自然 で、 ・

し いる場合は、 ６時の時 で 時 講の をし、 の後、

学 ー ー ポー ル  に するの

で、必 し い。 

 

講な に 業内容 業時 の 生 た場合、 を た

に 講 業を行 場合 ます。 講 業は、原 とし 、行 定

表に した 講期 に別 時 を で行いますので、 講科目・校

時・教 をポー ル  で し い。

た し、 業科目 教員 自に行 場合 ますので、 講 の

ない し い。 
 

校の は必 学生 を 行し い。 業の をとる 、必

となる 業科目 ます。また、定期 ・ の 、

の 、 の な に 必 とな ます。 

 

学生 の有 期 は、 学は４年 、 期 学は２年 ですので しな

い 理し い。 名の 生年 に る場合は、

に教 に し い。 

学定期 の 必 な場合は、学生 領時に 学定期 発

行 を します。 

 

学生 を 、 した場合は、自動発行 で を選択し、学

を し 、 学生 発行 ( )を し、教 に

します。 の場合、 学生 発行 を 領し、指定 た期 に

と に 学生 を 領します。 

学生 の に た場合は、最 の に まし 。学生 を

を る と ます。 

 

-２   

( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 定期 の 後の対応 に い は、ポー ル

 に するので し い。 

 次のい に すると は、 を る と で ま 。 

・ を とする科目の履修科目 いないと  

・学生 を し いないと ( 学生 の を する) 

(１ ) 

・ 開 後、２ 分を たと  

・ 業 学 を し いると (分 をし いる を

) 
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( ) の の  

 

 を ると は の 項を し い。 

・ の上には特別の指 る場合を 、 ( ー ン ル)、

し ( 、 ース )は ない と。 

・ の に を ない と。 、 ー 、 ン は

グにしまい、 の との の の上に と。 

・学生 は、 ース し、 の の上に と。 

・必 な 生 た をし 指 を と。 

・ 、時計の ー の音 ない ス チを る と。

・ 行 は行 ない と。 行 を行 た場合は、 しい 分を

ます。 

 

定期 は、 の 業時 とは なる 時 に 行 ま

すので、時 を ない し い。 

定期 の科目 に い は、 １ にポー ル

 と に するので、必 し い。

 

・ ・ 職 ・ の ・ 学を 表した 合 のた

定期 な た場合は、 を る と で ます。 
(教 )に必 項を し 、 業科目 教

員に します。 
の は、自動発行 で した (１科目 )を、

会場で学生 と に 上に ます。 
 
＊ の  

業の特別 の ( )に 、定期 な た学

生は、 の ます。た し、 ン

域活動は しないので、定期 を し の をし

い。 

の に する学生は、 に の

を 、 業科目 教員に します。 

な 、 業 教員に する に、教 で に必

項を し ( ) を 領し 、学生 と に 上に

、 をします。 

 

定期 で合 しな た科目の を る場合には、自動発行

で した (１科目 )を 学生 と に 上に

い 、 を します。 

( は、自動発行 み合い 開 時 に に合 ない と

るので、 に し にする と。)な 、

の後の には、 は必 ま 。 

 

を する場合は、必 学生 を 行し しな な ま

。 た場合は、 で ないので、 の は 学生 (
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の  
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( ) の  

 

 

 

の  

 

 

 

 

 

の  

 

 

 

 

 

業科目 教員の 合 で 講になる場合は、 ポー ル

 に しますので、 し い。 

 

校 に、 に る自然 で、 ・

し いる場合は、 ６時の時 で 時 講の をし、 の後、

学 ー ー ポー ル  に するの

で、必 し い。 

 

講な に 業内容 業時 の 生 た場合、 を た

に 講 業を行 場合 ます。 講 業は、原 とし 、行 定

表に した 講期 に別 時 を で行いますので、 講科目・校

時・教 をポー ル  で し い。

た し、 業科目 教員 自に行 場合 ますので、 講 の

ない し い。 
 

校の は必 学生 を 行し い。 業の をとる 、必

となる 業科目 ます。また、定期 ・ の 、

の 、 の な に 必 とな ます。 

 

学生 の有 期 は、 学は４年 、 期 学は２年 ですので しな

い 理し い。 名の 生年 に る場合は、

に教 に し い。 

学定期 の 必 な場合は、学生 領時に 学定期 発

行 を します。 

 

学生 を 、 した場合は、自動発行 で を選択し、学

を し 、 学生 発行 ( )を し、教 に

します。 の場合、 学生 発行 を 領し、指定 た期 に

と に 学生 を 領します。 

学生 の に た場合は、最 の に まし 。学生 を

を る と ます。 

 

-２   

( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 定期 の 後の対応 に い は、ポー ル

 に するので し い。 

 次のい に すると は、 を る と で ま 。 

・ を とする科目の履修科目 いないと  

・学生 を し いないと ( 学生 の を する) 

(１ ) 

・ 開 後、２ 分を たと  

・ 業 学 を し いると (分 をし いる を

) 
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－ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 )の発行を る とにな ます。 

自動発行 で を選択し、学 を し 学生 (

) ( )を し、教 で 学生 に必 項を

し を ます。 

学生 は発行 に 有 で るので、 校時には教 に し

い。 

 

に関連する連 は、学生 すみ に対 する必 るの

で、 とし ない ポー ル  の 成

会 に 自 し、 の対応をと い。 

 

  学生の対応 

 
 。履修する必 、 年度履修

録する と 

  履修する必 、 年度履修 録する と

  すみ に科目 教員に相談する と 

  を し、 を る と 

  を し、 を る と 

の 、別 、 教員 学 保 の指 を する と

るので、 に ポー ル  に

し、 の指 に い。 

 

-    

( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 合 (単位修得) 合  

      対

数  

上 

 

上 

 

上 

 

上 

 

 

数 

なし 

対 は 数の に の の（原 とし

、 業 数の３分の２に たない場合） （ ・

を ） で で ない のです。た し、 ・ の成

は、 得 数の に、また、 の場合は に ます。ま

た、 業 学 未 の学生には単位を する と で ま 。

 

① 成 はポー ル  の成 会で し

い。 

② に履修した科目で、科目名・単位・ いないと は、

教 で し い。 

③ 保 人(保 )には、 年度の 期までの成 を１ 上 、後期

までの成 を３ に します。 後、 成 に関する に
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－ － 

 

 

 

 

 

( )  

  (   ) 

 

い は、 ( )に の 、学生 人 教

し い。 に る保 の は ま

。 は、 を ３ 後に教 で学生に

します。 
 

科目の成 を 数に する とで、学生の学修 を に

で る指 です。 

ポー ル  の成 会 、学期

の数 を する と で ます。な 、数 の は

のと です。 

 

（ の ） 

対 科目は、成 に 成 を 定 る科目で 、 、卒業 に

るす の科目を対 とします（成 を 定 ない科目は対 とな ま ）。 

計 は、 数 ３位 を します。 

 

①学期 の計  

( 学期の の単位数 ４＋ の単位数 ３＋ の単位数 ２＋ の単位数 １) 

学期の 履修 録単位数( 対 の単位数を ) 

② の計  

( 期 の の単位数 ４＋ の単位数 ３＋ の単位数 ２＋ の単位数 １) 

期 の 履修 録単位数( 対 の単位数を ) 

 

( )単位  

 

 

 

 

 

 

 

 

の  

 

 

 

 

 

 

 

 

単位  

 

 

年度内には単位を で ない 、 年度に単位修得の ると

る場合に 保 いとし、 業科目 教員 の科目の成

を 年度に す と ます。た し、必 単位修得で る で

はな 、 の後の学生の学業 に ます。 

保 定を た科目に い は、 年度の履修 録の に必 録し

ます。 録しないと の科目を した とになるので 分に し

い。 

 

学に 学する学生 、単位修得に関し 、時 の開講時期 の関

で特別の に 履修 を得ないと る場合、 期 学の

業科目を履修し、単位を修得する とを る と ます。また、

期 学に 学する学生 学の 業科目を履修し、単位を修得する とを

る と ます。 

履修 を得ないと るのは、卒業生年次で、卒業単位を

しな な ない ースで、 の場合学生は学年 は学期の に教

に し 、 定の をと ます。 

 

年度の 業 未 の履修した科目の単位は、 業 るま

で の 業科目の修得単位を保 します。 

－ － 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有 )の発行を る とにな ます。 

自動発行 で を選択し、学 を し 学生 (

) ( )を し、教 で 学生 に必 項を

し を ます。 

学生 は発行 に 有 で るので、 校時には教 に し

い。 

 

に関連する連 は、学生 すみ に対 する必 るの

で、 とし ない ポー ル  の 成

会 に 自 し、 の対応をと い。 

 

  学生の対応 

 
 。履修する必 、 年度履修

録する と 

  履修する必 、 年度履修 録する と

  すみ に科目 教員に相談する と 

  を し、 を る と 

  を し、 を る と 

の 、別 、 教員 学 保 の指 を する と

るので、 に ポー ル  に

し、 の指 に い。 

 

-    

( )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 合 (単位修得) 合  

      対

数  

上 

 

上 

 

上 

 

上 

 

 

数 

なし 

対 は 数の に の の（原 とし

、 業 数の３分の２に たない場合） （ ・

を ） で で ない のです。た し、 ・ の成

は、 得 数の に、また、 の場合は に ます。ま

た、 業 学 未 の学生には単位を する と で ま 。

 

① 成 はポー ル  の成 会で し

い。 

② に履修した科目で、科目名・単位・ いないと は、

教 で し い。 

③ 保 人(保 )には、 年度の 期までの成 を１ 上 、後期

までの成 を３ に します。 後、 成 に関する に
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－ － 

-  卒業 位 

( )  

 

 

(2)  

 

 

( )  

 

 

( )卒業の  

 

 ４年(３年次 学は２年) 上 学し、 定の単位(１２４単位 上)を

修得した は卒業する と で 、学 (体育学)の学位 ます。

 

２年 上 学し、 定の単位(６２単位 上)を修得した は卒業する

と で 、 期 学 (保健体育)の学位 ます。 

 

２年 上 学し、 定の単位(６ 単位 上)を修得した は卒業する

と で 、 期 学 (児 教育)の学位 ます。 

 

 ２ の卒業 定会 を 、 に ます。な 、 の 、

卒業の に関する を で い合 る とはで ま 。 

 

-  ゼミナール 

( ) ( ルー ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ゼミナール ゼミ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) ー 

 

 

 

 

学１ ２年次生を対 に グルー （２ ３ 人 度） 成の

制度をと います。 学生活を に、実 る のにするた 、学

上の とは と 、 活動・人 関 ・ ・単位修得・進

の と 項な に い の み は、グルー に に相談し

まし 。 

① 学業・ 関 ・進 相談に関する と 

② でない 学修に関する と 

③ 学、 学、 学 学 に関する と 

 の 上の に関する と 

 業 （未 ・ ・分 ）に関する と 

 
学生は３・４年次生は 学生 ゼミナールに し、指導教員の と

で学 します。 

ゼミナールは、１グルー １ 人 度で 成 ます。ゼミナールの

決定は２年次の１１ に 学生の を し、 の 決

定 ます。２年次の い時期に自分 学 たい学 分野は を

と 必 です( 細は２ を の と)。 

３・４年次生 、学修上の と、 活動・人 関 ・ ・単

位 得・進 の とな に い の み はゼミナールの指導教員に

に相談しまし 。 

 

ルー ゼミ の に、 生に たい と 相談したい と

る場合には、 に研究 を る時 を います。時

は、 期・後期 とに 生の 定時 を します。 ス ーは、

学生に開 た ・相談の ですので、 に活 しまし 。 
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－ － 

-   

( )  

 

 

 

(2)  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科 は、 期・後期の に期 を定 校内 を行います。履修

する 業科目を し、 のない に し い。 時

期、場 に い は、履修 ン ー ンで します。 

 

次の 発生した 、 に を し い。 

の は ー ー ン ー で ます。 

学生 人の 項  

① で したと  

 ② を したと  

 ③ しで たと  

  ・ の たと  

保 人(保 )の 項  

 ① 保 人を したと  

 ② 保 人の 、 たと  

※ な連 を行 と ますので、 ・ の

たと は に を し い。 

 

-   ・ 卒業  

学体育学 の学生 、 学校 は幼 教 の教育職員 ( )の 得を する場合は、科目 履

修生制度を し 学 期 学児 教育学科の必 な 業科目の単位を修得する とで、教育職員 を

得する と で ます。 

学生の履修単位数の上 は年 ２ 単位 内です。 

 

( ) ・  

 

 

 

 

 

(2)  

 

 

 

 

( ) ・単位  

 

 

 

学２年次 上を修 した で 成 を した  

※科目 履修生の は、 を対 にした 会を１ と

に行 います( 会の 時は に します)。 

は、教 で しますので、履修を する学生は に で

相談し い。 

 

① 選  ２  

② 録  １  

③ 履修  単位に １  

※ する場合、次年度は履修 のみ 

履修期 は６ は１年単位です。た し、 ３年を る と

はで ま 。 
履修単位数は年 ２ 単位 内です。 
学 の自分の スでの 業を し 履修し い。 

 

－ － 

-  卒業 位 

( )  

 

 

(2)  

 

 

( )  

 

 

( )卒業の  

 

 ４年(３年次 学は２年) 上 学し、 定の単位(１２４単位 上)を

修得した は卒業する と で 、学 (体育学)の学位 ます。

 

２年 上 学し、 定の単位(６２単位 上)を修得した は卒業する

と で 、 期 学 (保健体育)の学位 ます。 

 

２年 上 学し、 定の単位(６ 単位 上)を修得した は卒業する

と で 、 期 学 (児 教育)の学位 ます。 

 

 ２ の卒業 定会 を 、 に ます。な 、 の 、

卒業の に関する を で い合 る とはで ま 。 

 

-  ゼミナール 

( ) ( ルー ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ゼミナール ゼミ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( ) ー 

 

 

 

 

学１ ２年次生を対 に グルー （２ ３ 人 度） 成の

制度をと います。 学生活を に、実 る のにするた 、学

上の とは と 、 活動・人 関 ・ ・単位修得・進

の と 項な に い の み は、グルー に に相談し

まし 。 

① 学業・ 関 ・進 相談に関する と 

② でない 学修に関する と 

③ 学、 学、 学 学 に関する と 

 の 上の に関する と 

 業 （未 ・ ・分 ）に関する と 

 
学生は３・４年次生は 学生 ゼミナールに し、指導教員の と

で学 します。 

ゼミナールは、１グルー １ 人 度で 成 ます。ゼミナールの

決定は２年次の１１ に 学生の を し、 の 決

定 ます。２年次の い時期に自分 学 たい学 分野は を

と 必 です( 細は２ を の と)。 

３・４年次生 、学修上の と、 活動・人 関 ・ ・単

位 得・進 の とな に い の み はゼミナールの指導教員に

に相談しまし 。 

 

ルー ゼミ の に、 生に たい と 相談したい と

る場合には、 に研究 を る時 を います。時

は、 期・後期 とに 生の 定時 を します。 ス ーは、

学生に開 た ・相談の ですので、 に活 しまし 。 
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－ 4－ 

  

の保健体育学科 児 教育学科は、次のい に する場合は、 学科の 業科目を履修する

と で ます。 の制度を活 し 、 の進 に 業科目を選択し と いる学生は、履修

録の に し い。 

①  学生の する学科の教育 に ま いない 業科目の履修 

②  学生の特別な に 、履修 を得ないと る 業科目の履修 

③  学科履修で る 業科目の単位数は１ 単位を ない とします。 

  学科履修は、 学科の学生の 業 上 ない で ます。 

特に、児 教育学科で、 、 学の 学に し と いる学生、 スポーツ指導員 を

得したい学生に保健体育学科の 業科目の履修を にし います。た し、児 教育学科の学生は、 学

校、幼 教 の 、保育 を 得する とにな ますので、 な 必修科目 な ます。ま 、

必修科目を 実に履修する とを最 とし、 の上で 業時 の 時 で た場合に 学科履修を

まし 。 

 

( ) の  

 

 

 

 

 

 

学科履修を する学生は、教 の で の を 、相談し

い。 

① 履修 録期 に教 学科履修 を 領します。 

② 学科履修 に必 項を し 教 に し、履修 録を

します。 

※卒業後、 学体育学 に 学を いる学生は、計 に 定の履

修科目数を履修する にし い。 
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－ － 

                                      

-   

( ) ・  

 

 

 

(2) 業 ( ) 

  業 

 

 

業 

 

 

 

( ) 業 ( ) 

   

 

   

 

 

   

 

( ) 業  

   

 

   

 

   

 

( ) 業 単位  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学年は４ １ に ま 、３ ３１ に します。 

② 学期は 期・後期の２学期に分 、 期は４ １ ３

まで、後期は１ １ ３ ３１ までとな います。た し、

教育上必 な場合、後期の 業開 になる と ます。 

 

業科目は、 期 は後期のい で する と１年 で

する に分 ます。 学は、 ー を導 し 、

と の 業科目 半期科目で 成 います。 

実 ・ス ーな の学 実 は、 定の期 に し 実 します。

の 、教育上の理 し 行 と 教育 の る

業 ます。 業 の は、ポー ル  

で する と で ます。 

 

学の教育目 を 成するた に必 修得しな な ない 業科

目です。１科目で 修得で な 卒業は 定 ま 。 

指定 た開 科目の 自 に選択し、履修する と で る 業

科目です。た し、最低修得単位数 定 いる場合は、 の単位数

上の科目を必 修得しな 、卒業は 定 ま 。 

自 に選択し、履修する と で る 業科目です。 

 

 業科目は３ の に分 ます。 

 教員 学生に対し 、学 研究の内容を する とに を

る 業 です。 

 教員の講 とと に、実 ・ ・研究発表 を行い 指導を る

業 です。 

 学 を とに実 の 術 実 を行 業 です。 

 

 業に る単位とは、 科目の 業時 と学修の を数 で した

のです。１単位は卒業研究 を ４ 時 の学修( 業・自学自 )を

必 とする内容を 成する とを とし います。 

( ) 講  １コ (１ )２単位科目の場合 

 必 学修時  ４ 時 ２単位 時  

 

・ 時  

時  －３ 時   ６ 時  ( ・ 時 ) 

(必 学修時 )( 業時 ※) 

 ※２時 １ で３ 時   

  １コ 分を 学では２時 し います。 

 

－ 4－ 

  

の保健体育学科 児 教育学科は、次のい に する場合は、 学科の 業科目を履修する

と で ます。 の制度を活 し 、 の進 に 業科目を選択し と いる学生は、履修

録の に し い。 

①  学生の する学科の教育 に ま いない 業科目の履修 

②  学生の特別な に 、履修 を得ないと る 業科目の履修 

③  学科履修で る 業科目の単位数は１ 単位を ない とします。 

  学科履修は、 学科の学生の 業 上 ない で ます。 

特に、児 教育学科で、 、 学の 学に し と いる学生、 スポーツ指導員 を

得したい学生に保健体育学科の 業科目の履修を にし います。た し、児 教育学科の学生は、 学

校、幼 教 の 、保育 を 得する とにな ますので、 な 必修科目 な ます。ま 、

必修科目を 実に履修する とを最 とし、 の上で 業時 の 時 で た場合に 学科履修を

まし 。 

 

( ) の  

 

 

 

 

 

 

学科履修を する学生は、教 の で の を 、相談し

い。 

① 履修 録期 に教 学科履修 を 領します。 

② 学科履修 に必 項を し 教 に し、履修 録を

します。 

※卒業後、 学体育学 に 学を いる学生は、計 に 定の履

修科目数を履修する にし い。 
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－ － 

 

 

 

( )単位 の  

 

( )  

( ) 

 

 

 

 

 

 

( )  

 ( 単位 の ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の 業科目を履修した に対し は、 を した で単位

を します。 

 

履修 録  業＋自学自     合   単位修得 

 

スは、 業 教員 学生に対し 、 業で 内容( )を

した のです。 スを する とで、 業の目 ・ 、 業計 、

の 、 する教 ・必 な 、 ・ 後学 内容( ・

内容)を る と で ます。履修 録を行 に た 、科目選択の

とし スを活 し い。 業科目の スは、ポー

ル  に ４ に 開 ます。

する場合は の で な い。 

 

 １年 に履修 録で る単位数の上 は４６単位です。 

 半期に履修 録で る単位数は２３単位とします 、 で単位修得

分で な たな の な理 る場合は、 別に対応します。

 履修 録単位数の上 の に、 る科目と ない科目 ま

す。 ない科目は、① 業の選択科目、②卒業 定単位に ない

選択科目(スポーツ健康学実 、社会体育・健康 業 実 な )、③

卒業 定単位に ない教職科目(学科に な ます)です。また、

定の に 履修を した科目は、上 単位数に ま 。 

 学生、 学生、特に必 と る卒業年次の学生は、履修 録で

る単位数の上 を別に定 る と ます。 
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－ 7－ 

 

 

 

 

 

-２ 業 ・  

 

( ) 業科目表 (３４ ３ ー )は、 業科目名、単位数、 履修学年、履修 分、最低修得単位

数 います。 
 
( ) 学体育学 を卒業するた には、次の① の を たし、１２４単位 上を修得する と 必

です。 
① 教養科目は、次の を たした上で、２２単位 上を修得します。 

－ － 

 

 

 

( )単位 の  

 

( )  

( ) 

 

 

 

 

 

 

( )  

 ( 単位 の ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 の 業科目を履修した に対し は、 を した で単位

を します。 

 

履修 録  業＋自学自     合   単位修得 

 

スは、 業 教員 学生に対し 、 業で 内容( )を

した のです。 スを する とで、 業の目 ・ 、 業計 、

の 、 する教 ・必 な 、 ・ 後学 内容( ・

内容)を る と で ます。履修 録を行 に た 、科目選択の

とし スを活 し い。 業科目の スは、ポー

ル  に ４ に 開 ます。

する場合は の で な い。 

 

 １年 に履修 録で る単位数の上 は４６単位です。 

 半期に履修 録で る単位数は２３単位とします 、 で単位修得

分で な たな の な理 る場合は、 別に対応します。

 履修 録単位数の上 の に、 る科目と ない科目 ま

す。 ない科目は、① 業の選択科目、②卒業 定単位に ない

選択科目(スポーツ健康学実 、社会体育・健康 業 実 な )、③

卒業 定単位に ない教職科目(学科に な ます)です。また、

定の に 履修を した科目は、上 単位数に ま 。 

 学生、 学生、特に必 と る卒業年次の学生は、履修 録で

る単位数の上 を別に定 る と ます。 
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－ － 

必修科目３科目４単位、 国 コミ ー ン２科目２単位(英 ・ ・ の の

を選択し、Ⅰ Ⅱを必 修得する。)、 の科目１６単位 

② 専 に関する科目の 理 (必修 科目１ 単位)と 実 (必修１６科目１６単位・選

択６科目６単位)の最低修得単位３２単位を修得します。 
実 のⅠ ・Ⅰ 、Ⅰ Ⅱを した科目は連 し 履修します。Ⅱ ・Ⅱ の科目は単 での履

修 です。 
③ 専 に関する科目の 専攻理 は、１ のコースを選択し、３科目６単位を修得します。 専攻実

は、 専攻理 と コースを選択し、４単位を修得します。 
コーチング学専攻コースの専攻実 は、１ の 目を選択し、連 履修します。体育学専攻コ

ースの専攻実 の ・ を した科目は単 履修 です。スポーツ健康学専攻コースの専攻実 の

Ⅰ・Ⅱを した科目は連 し 履修します。 

 専 に関する科目の 選択領域理 ・実 は、最低修得単位３ 単位 上を修得します。た し、

講 または講 ・ の科目 ２ 単位 上を履修する と 必 です。 

 専 に関する科目の ゼミナール は、３・４年次に４単位を修得します。 ゼミナール は、 体育・

スポーツ学 、 教育学 教養教育 の３分野に 分 います。 卒業研究 ２単位は、 体

育・スポーツ学 必修、 教育学 教養教育 選択です。 

 ① で修得した単位数と次の科目の単位数を合計し １２４単位 上となる 選択し、単位を修

得します。 
教養科目 専 に関する科目 の 最低修得単位数を上 修得した科目 教職に

関する科目 の 指定科目（ ） 修得した科目の単位数 
 
( ) 卒業に必 な 業科目と最低修得単位は次のと です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( ) 単位 ・ 2 単位  

( ) 

業    
 

単位  
 

教
養
科
目 

( ) 単位 

22 単位 
( ) 単位 

ミ ー  単位 の

 ミ ー  単位 

専
門
科
目 

 単位 

2 単位 
 

単位 

単位 

 単位 単位 
ー  

 単位 単位 

・  単位 単位 ( ) 

の 単位 

(2 単位) (2 単位) の 単位 

の の単位 

ゼミナール 単位 
単位 

ー

卒業研究卒業研究  

卒業 単位    
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－ － 

 
( ) ３・４年次の専 分野の 業科目を履修するた 、 専攻コース と ゼミナール を選択する必

ます。 しい内容は２４ ２ ー の  専攻コース  ゼミナール・卒業研究

し い。また、２年次の後期に ン ー ンを実 しますので、必 し い。 

 

 

( ) 業科目表 は、(３ ３ ー )は、 業科目名、単位数、 履修学年、履修 分、最低修得

単位数 います。 
 
( ) 保健体育学科を卒業するた には、次の① ③の を たし、６２単位 上を修得する と 必 で

す。 
① 教養科目は、必修３科目４単位を 、最低修得単位数１４単位を修得します。 国 コミ

ー ン（英 ） を修得する場合は、Ⅰ・Ⅱを連 履修します。 

② 専 に関する科目の 理 (必修 科目１ 単位)と 実 (必修１科目２単位・選択１

２科目１２単位)の最低修得単位２４単位を修得します。 実 の ・ を した科目は連 し

履修します。 
③ 専 に関する科目の 選択理 と 選択実 の 、次の単位数と合 ２４単位 上とな

る 選択し、単位を修得します。 
教養科目 専 に関する科目 の 最低修得単位数を上 修得した科目 教職に

関する科目 の 指定科目( ) 修得した科目の単位数 
 

３  卒業に必 な 業科目 と最低修得単位は次のと です。 

( ) 

業    
 

単位   

教
養
科
目

( ) 単位 単位 

( ) 単位 単位 

専
門
科
目 

 単位 

2 単位 
 

2 単位 

2 単位 

 

2 単位 2 単位 

 

の 単位 

の 単位 

の の単位 

卒業 単位 単位 単位 2 単位 

 

( ) 業科目表 は、(４ ４３ ー )は、 業科目名、単位数、 履修学年、履修 分、最低修得

単位数 います。 

－ － 

必修科目３科目４単位、 国 コミ ー ン２科目２単位(英 ・ ・ の の

を選択し、Ⅰ Ⅱを必 修得する。)、 の科目１６単位 

② 専 に関する科目の 理 (必修 科目１ 単位)と 実 (必修１６科目１６単位・選

択６科目６単位)の最低修得単位３２単位を修得します。 
実 のⅠ ・Ⅰ 、Ⅰ Ⅱを した科目は連 し 履修します。Ⅱ ・Ⅱ の科目は単 での履

修 です。 
③ 専 に関する科目の 専攻理 は、１ のコースを選択し、３科目６単位を修得します。 専攻実

は、 専攻理 と コースを選択し、４単位を修得します。 
コーチング学専攻コースの専攻実 は、１ の 目を選択し、連 履修します。体育学専攻コ

ースの専攻実 の ・ を した科目は単 履修 です。スポーツ健康学専攻コースの専攻実 の

Ⅰ・Ⅱを した科目は連 し 履修します。 

 専 に関する科目の 選択領域理 ・実 は、最低修得単位３ 単位 上を修得します。た し、

講 または講 ・ の科目 ２ 単位 上を履修する と 必 です。 

 専 に関する科目の ゼミナール は、３・４年次に４単位を修得します。 ゼミナール は、 体育・

スポーツ学 、 教育学 教養教育 の３分野に 分 います。 卒業研究 ２単位は、 体

育・スポーツ学 必修、 教育学 教養教育 選択です。 

 ① で修得した単位数と次の科目の単位数を合計し １２４単位 上となる 選択し、単位を修

得します。 
教養科目 専 に関する科目 の 最低修得単位数を上 修得した科目 教職に

関する科目 の 指定科目（ ） 修得した科目の単位数 
 
( ) 卒業に必 な 業科目と最低修得単位は次のと です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

( ) 単位 ・ 2 単位  

( ) 

業    
 

単位  
 

教
養
科
目 

( ) 単位 

22 単位 
( ) 単位 

ミ ー  単位 の

 ミ ー  単位 

専
門
科
目 

 単位 

2 単位 
 

単位 

単位 

 単位 単位 
ー  

 単位 単位 

・  単位 単位 ( ) 

の 単位 

(2 単位) (2 単位) の 単位 

の の単位 

ゼミナール 単位 
単位 

ー

卒業研究卒業研究  

卒業 単位    
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- 20 - 

 

 

(２) 児童教育学科は、コース制をとっており取得希望の教員免許状・保育士資格によってコースが分かれて

います。幼小コースは、幼稚園教諭二種免許状又は小学校教諭二種免許状若しくは両方の免許状を取得す

るためのコースです。また、幼保コースは、幼稚園教諭二種免許状又は保育士資格若しくは両方の免許

状・資格を取得するためのコースです。 

 

(３) 児童教育学科の卒業(学位取得)に必要な単位数は６５単位以上ですが、卒業に必要な必修科目１４単位

(４０～４３ページの授業科目表の開講時期に●の表示がある授業科目)を必ず修得することが必要です。

また、取得する教員免許状・保育士資格の種類によって以下のように必要な修得単位数が異なりますの

で、確認をしてください。 

児童教育学科幼小コース（平成 31年度入学） 

授業科目 
幼稚園・小学校教諭 幼稚園教諭 小学校教諭 

最低履修単位数 最低履修単位数 最低履修単位数 

教養科目 
必修 13 単位 

13 単位 
13 単位 

13 単位 
13 単位 

13 単位 
選択    

専門科目 

必修 67 単位 

68 単位 

38 単位 

42 単位 

43 単位 

47 単位 選択必修 1 単位  1 単位 

選択  4 単位 3 単位 

教養科目・専門科目 選択   10 単位 10 単位 10 単位 10 単位 

取得要件単位 81 単位 65 単位 70 単位 

 

児童教育学科幼保コース（平成 31年度入学) 

授業科目 
幼稚園教諭・保育士 幼稚園教諭 保育士 

最低履修単位数 最低履修単位数 最低履修単位数 

教養科目 
必修 13 単位 

13 単位 
13 単位 

13 単位 
9 単位 

11 単位 
選択   2 単位 

専門科目 

必修 70 単位 

75 単位 

38 単位 

42 単位 

54 単位 

61 単位 選択必修 5 単位  7 単位 

選択  4 単位  

教養科目・専門科目 選択   10 単位 10 単位   

取得要件単位 88 単位 65 単位 72 単位 

 

Ⅲ-３ 履修計画と履修登録の留意事項 

履修登録は、当該年度に『どの授業科目を履修するか』を届け出る重要な手続きです。 

授業科目一覧(カリキュラム表)・授業時間割表・履修ナビ等を参考に各自が履修計画を立て、ポータル

サイト「UNIVERSAL PASSPORT」により、履修登録することから、大学での学修が始まります。 



 

－ － 

の科目を履修する に い は、教育 を理 した で、 業科目を体 履修する と 必

です。また、教育職員 な の を 得する場合、 を し 履修計 を まし 。 

 

の  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ の  

 

 

 

 

 

 

履修 録に し の 項は、次のと です。 

① 履修 録は、学年の にポー ル  に

年 の 録を行います。 

② 履修 録した 業科目 は、 講する と で ま 。 

③ 録し いない 業科目は、 を 単位は ま 。 

 すでに単位を修得した 業科目は、 履修で ま 。 

 業科目の内容 業 に 、 講人数を制 する場合 ま

す。 

 上級学年に開講 いる 業科目は、 講で ま 。 

 必修科目は卒業に必 な科目ですので、必 履修し い。 

 必修科目・選択科目と 原 とし 自分の ス(指定 た履修

ス)の ・校時で履修し い。また、科目に Ⅰ・Ⅱ と表 の

る科目は、原 とし Ⅰ の科目を履修した後に Ⅱ の科目を履修し

ます。 

 履修 録した内容の 会は、ポー ル  で

し い。 

 

① 学科の卒業 と履修 を 理 し、履修計 を まし 。

② 履修 ンスには必 し、 体 な 指 に 履修計

を まし 。 

③ 履修科目の 録・ ・ は、卒業 得に る な

項です。 自の に い 行 い。 

 決 た期 内に、履修 録を し い。期 内に を

しな た科目は 講で ま 。 

 

 

-  業  

( ) 業科目 、 業時 表 ス を し、自分の時 を作るた に履修したい

業科目を ます。 

( ) 業時 表 を に自分の学年、履修 スを ない に履修する 業科目を決 、 の

業科目 の 校時に開講 いる を します。 

講科目は、原 とし 自分の スで履修し い。 

( ) 時 表の 期 に と るのは、 年開講の 業科目です。 と るのは、 期開講の 業

科目、 後 と るのは、後期開講の 業科目です。 

( ) 教員名 に＊ る のは、 講 する 業科目です。 

( ) 教 の 数 は教 、 は体育 ・体育実 のコー ・特別教 を し います。 

( ) 体育実 の教 に 数 の る のは、 時 の で 教 を し います。 

( ) 業は、 業時 表 の の位 に表 います。 

－ － 

 
(２) 児 教育学科は、コース制をと 得 の教員 ・保育 に コース 分

います。幼 コースは、幼 教 は 学校教 し は の を 得す

るた のコースです。また、幼保コースは、幼 教 は保育 し は の ・

を 得するた のコースです。 

 

(３) 児 教育学科の卒業(学位 得)に必 な単位数は６ 単位 上です 、卒業に必 な必修科目１４単位

(４ ４３ ー の 業科目表の開講時期に の表 る 業科目)を必 修得する と 必 です。

また、 得する教員 ・保育 の に の に必 な修得単位数 な ますので、

をし い。 

ー  

業  
・   

単位  単位  単位  

 
 単位 

単位 
単位 

単位 
単位 

単位 
  

 

 単位 

単位 

単位 

2 単位 

単位 

単位 単位  単位 

 単位 単位 

・   単位 単位 単位 単位 

単位 単位 単位 単位 

 

ー ) 

業  
・   

単位  単位  単位  

 
 単位 

単位
単位 

単位 
単位 

単位 
 2 単位 

 

 単位 

単位

単位 

2 単位 

単位 

単位 単位 単位 

 単位  

・   単位 単位   

単位 単位 単位 2 単位 

 

-  の  

履修 録は、 年度に の 業科目を履修する を る な です。 
業科目 ( 表)・ 業時 表・履修ナ を に 自 履修計 を 、ポー ル

 に 、履修 録する と 、 学での学修 ま ます。 
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－ － 

( ) 履修する 業科目と の 決ま た 、ポー ル  の履修 録

録を行い、 録内容に ない を します。 

 

-   

( ) ー ル  の  

 

   

ー  

・  

 

 

・ 業  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・ の  

・ ・ の

・  

の  

  

・    

・     

 

 

 

・  

の

 

・

の  

 

・ の  

・ ー  

・  

 

   

ー

 

 

・ 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

の  

・    

・     

 

・ の  

・  

の

 

・

の  

 

・ の  

・ ー  

・  

の  

・    

・    

 

 

 

 

(2) の  

の  

・  

 

 

 

 

 

 

履修 録 後には、 度、履修 録した科目を し、修 で る期

を います。自分の履修 録 を 度、ポー ル  

内の 学生時 表 に 、自分の 録した科目に ない

を必 し い。 

履修科目に ー た 、履修科目 し いな た

した場合は、教 で 定の に 修 の をする と。 
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－ － 

の  

・  

 

 

 

 

 

 

 

の  

 

 

 

履修 録した科目で科目内容 自分の期 する のと な いた 、自

分の関心に 生 た した場合は、学期の で科目 録の で

ます。また、 で単位を修得で る み ない科目の で

す。た し、 みに しをすると、卒業 単位に 修得単位数

し する と るので 分に する と 必 です。 

履修 録の を する場合は、教 で相談の上、 履修

を指定する期 内（ 期・後期と にす の 業科目 開 を

した 後の３ ）に し い。 

 

期に履修 録した後期の 業科目に い 、 のままでは履修計 上

る場合に、科目を は す と で ます。た し、 み

に履修計 を すると、卒業 ま る と るので、 分 した

上で、自分の に い 行 い。 

 

－ － 

( ) 履修する 業科目と の 決ま た 、ポー ル  の履修 録

録を行い、 録内容に ない を します。 

 

-   

( ) ー ル  の  

 

   

ー  

・  

 

 

・ 業  

 

   

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・ の  

・ ・ の

・  

の  

  

・    

・     

 

 

 

・  

の

 

・

の  

 

・ の  

・ ー  

・  

 

   

ー

 

 

・ 業  

 

 

 

 

 

 

 

 

の  

・    

・     

 

・ の  

・  

の

 

・

の  

 

・ の  

・ ー  

・  

の  

・    

・    

 

 

 

 

(2) の  

の  

・  

 

 

 

 

 

 

履修 録 後には、 度、履修 録した科目を し、修 で る期

を います。自分の履修 録 を 度、ポー ル  

内の 学生時 表 に 、自分の 録した科目に ない

を必 し い。 

履修科目に ー た 、履修科目 し いな た

した場合は、教 で 定の に 修 の をする と。 
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－ 4－ 

Ⅳ                                     

Ⅳ-  ー  

学３年次は、 員い の専攻コースに し、専 分野に い 学修を 、 の を い

とにな ます。 専攻コースの特 と学修の内容は次のと です。 
 

ー ー ( ) 

 
の とを する  

 専 な と指導 の 上に い 学修します。 人の に合 た ンツー ンの指導を とし

、 人にと 最 の を すた の指導 に い 学 、自 専 るいは特 の に

をしな 、最 の 術を教 る とので る実践 指導 を に ます。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー の の

の

 

ー  

ー ー の

の の

の ー  

 

の の

の  

 

 

 

 

 

 ・2 単位   

 

ー ー  

ー ・  

ー ー  

 

  

 

・ ・  

・ ール  

ール   

単位  

 ・ 単位   

 

ー  

 

ー ー ・

・   

 ー ール  

ール ール ール 
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－ － 

ー ( ) 

 
の とを する  

 １・２年次に修得した を教 るた の を指導に生 る と発 ます。教育とし

の体育・スポーツの を 理 し、学校体育をは とし 、 まで る の

動指導に 対応で る実践 指導 を に ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の の

の の  

 

の の の ー

の

 

ー  

ー ー の

ー ・ ー

ー の  

 ・ 単位   

 

ー  

 

・  

・

・  

・

・  

 ・2 単位   

 

ー ー

( ・ ) ー ー

 

 

 

・ ・

・ ール ー

ル   

単位  

－ 4－ 

Ⅳ                                     

Ⅳ-  ー  

学３年次は、 員い の専攻コースに し、専 分野に い 学修を 、 の を い

とにな ます。 専攻コースの特 と学修の内容は次のと です。 
 

ー ー ( ) 

 
の とを する  

 専 な と指導 の 上に い 学修します。 人の に合 た ンツー ンの指導を とし

、 人にと 最 の を すた の指導 に い 学 、自 専 るいは特 の に

をしな 、最 の 術を教 る とので る実践 指導 を に ます。 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ー の の

の

 

ー  

ー ー の

の の

の ー  

 

の の

の  

 

 

 

 

 

 ・2 単位   

 

ー ー  

ー ・  

ー ー  

 

  

 

・ ・  

・ ール  

ール   

単位  

 ・ 単位   

 

ー  

 

ー ー ・

・   

 ー ール  

ール ール ール 
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－ － 

ー ー ( ) 

 

スポーツと健康・体 に い する  
 健康・体 に関する な 動を 人に で る の 上を目指し 学 します。 動

スポーツと、体 健康との関 に い 科学 に理 を 、 動 ー ンな 、

人 と の ー に対応で る実践 指導 を に ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の の

ー の  

 

の の ・ 業

 

ー  

・ の の ー ・ ー

ー ・ ー の

の の の の ー

の  

 

Ⅳ-２ ゼミナール・卒業研究 

( )  ゼミナール・卒業研究 

学３年次 ４年次の２年 、 学生 ゼミナールに します。ゼミナールは、 人数の スに分

、指導教員の とで、自分 学 たい とを に研究・実践で る場です。 ・ ー

、 、 の３分野に 分 、分野 とに 数の学 領域のゼミナール

います。ゼミナール名は、表１の領域名にな ます。 

ゼミナールの は、２年次の１１ に 学生の を し、人数 を した で決定 ます。２ 

年次の い 、自分 学 たい学 領域は 、専 に を たい とは なの を

と 必 です。 

卒業研究は、４年次にゼミナールの指導教員の指導を な 、 自の研究 ー に い 研究を行い、

の成 （ 文）を し を る ので、１２ には卒業研究発表会に い 発表を行います。 

な 、卒業研究は、 体育・スポーツ学 ゼミナールに い 必修です。 、 教育学 ゼミナール、 教

 ・2 単位   

 

ー

・ ー ー

ー

  

 ・ 単位   

 

ー  

 

・  

の の  

ー ー ・  

ー  

・  

ー  
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－ 7－ 

養教育 ゼミナールでは選択ですので、指導教員と相談し卒業研究を行 を決定する とにな ます。 

 

(表１) 

《分野》 体育・スポーツ学 

分科 細目 領域(ゼミ名) 

体育学 

体育・スポーツ文  

体 学 

体育 スポーツ 学 

体育・スポーツ ※ 

スポーツ ・政  

体育・スポーツ社会学 

体育・スポーツ 学※ 

体育・スポーツ行政学 

体育・スポーツ教育 
体育・スポーツ教育学 

体育・スポーツ心理学 

コーチング学 

コーチング学 

コーチング原  

スポーツ 動学 

ー ング  

ス 

別コーチング学 

体 ・体 動 

体  

動・体  

上  

  

  ー ール 

ス ール 

ン ール 

ール 

 道 
道 

道※ 

ンス  

野 動 

スポーツ健康学 

 

体育・スポーツ生 科学 

健康教育学 

発育・発 学 

スポーツ生理学 

スポーツ 養学 

体育・スポーツ 定 学 

体育・スポーツ 学 

スポーツ 学 

体育・スポーツ 学 

動  

ス ・ ー ン 

・スポーツ 

 

 

－ － 

ー ー ( ) 

 

スポーツと健康・体 に い する  
 健康・体 に関する な 動を 人に で る の 上を目指し 学 します。 動

スポーツと、体 健康との関 に い 科学 に理 を 、 動 ー ンな 、

人 と の ー に対応で る実践 指導 を に ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の の の

ー の  

 

の の ・ 業

 

ー  

・ の の ー ・ ー

ー ・ ー の

の の の の ー

の  

 

Ⅳ-２ ゼミナール・卒業研究 

( )  ゼミナール・卒業研究 

学３年次 ４年次の２年 、 学生 ゼミナールに します。ゼミナールは、 人数の スに分

、指導教員の とで、自分 学 たい とを に研究・実践で る場です。 ・ ー

、 、 の３分野に 分 、分野 とに 数の学 領域のゼミナール

います。ゼミナール名は、表１の領域名にな ます。 

ゼミナールの は、２年次の１１ に 学生の を し、人数 を した で決定 ます。２ 

年次の い 、自分 学 たい学 領域は 、専 に を たい とは なの を

と 必 です。 

卒業研究は、４年次にゼミナールの指導教員の指導を な 、 自の研究 ー に い 研究を行い、

の成 （ 文）を し を る ので、１２ には卒業研究発表会に い 発表を行います。 

な 、卒業研究は、 体育・スポーツ学 ゼミナールに い 必修です。 、 教育学 ゼミナール、 教

 ・2 単位   

 

ー

・ ー ー

ー

  

 ・ 単位   

 

ー  

 

・  

の の  

ー ー ・  

ー  

・  

ー  
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－ － 

《分野》 教育学              《分野》 教養教育 

細目 領域(ゼミ名) 

人文科学 国文学 

英文学 

自然科学 環境学※ 

社会科学 社会科学 

芸術 美術 

音楽 

 

※平成３１年度は未開講 

 

 

 

 

 

(2)  ゼミナール・卒業研究の単位 

分野 

項目 

①体育・スポーツ学 

ゼミナール 

②教育学 

ゼミナール 

③教養教育 

ゼミナール 

主たる分科 

 

・体育学 ・コーチング学 

・スポーツ健康学 

※３専攻コースに対応 

・学校教育 

※教職に関する科目と関連 

 

・人文科学 ・自然科学 

・社会科学 ・芸術 

※教養科目と関連 

卒業研究の 

有無 

 

（必 須） （選択制） 

◇４年次進級時までに、指導教員と相談の上決定する。 

 

＊卒研を選択した場合    ＊卒研を選択しない場合 

・卒業研究         ・研究発表のみ（選択制）

・抄録作成 

・研究発表 

最低修得単位 ６単位 ４単位 

履修モデル 

 

《ｾﾞﾐﾅｰﾙ》 

半期:１ 単位 

 

 

《卒業研究》 

半期:２単位 

 

 

３年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠａ/ｂ：２ 単位 

     ＋ 

４年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ＋卒研 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡａ/ｂ：２単位 

卒業研究(後期)：２ 単位 

 

合計修得単位数 

６単位 

＊卒研を選択した場合 

３年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠａ/ｂ：２ 単位 

     ＋ 

４年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ＋卒研 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡａ/ｂ：２ 単位 

卒業研究(後期)：２単位 

 

合計修得単位数 

６単位 

＊卒研を選択した場合 

３年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠａ/ｂ：２ 単位

     ＋ 

４年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ＋卒研 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡａ/ｂ：２ 単位

 

 

合計修得単位数 

４単位 

 

細目 領域(ゼミ名) 

学校教育 教育原理 

教育行政 

教育心理 

道徳教育 

特別活動 

教育工学 

教育相談 

生徒指導       

幼児教育 

社会福祉 

保育実践 

保育内容 
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分
履修
単位

履修
単位

履修
単位

履修
単位

４

の教育 講座

キャリア

外 ( ) ・

外 ( ) ・

外 ( ) ・

と人 学と人 日本 リ ラ ー ー プ

と 考 と自 の保 生 と と と生

と人 と 社会と人 ・

スポーツ スポーツ 学

生 学 スポーツ 養学

スポーツ

体つくり運動 ・ 体 ・

運動 ・

上 ・

ダ ス ・ ・

( ) ( )

( ) ( )

運動 ・

上 ・

ダ ス ・

( ) ( )

論　 ー 論

論

　 育科教育

ー 社会

方論　 概論 ー 論

体 ( )・実 体 び実 ・

体 ( )・実 体 び実 ・

上 ( )・実 上 び実 ・

( )・実 び実 ・

( )・実 び実 ・

( )・実 び実 ・

( )・実 び実 ・

体力 の と実 健康体力づくり指導 び実 ・

健康 の と実 ・

運動 運動学 スポーツ行 学 スポーツ 学

生学 び公 生学 コー グ スポーツ 養学 スポーツ

スポーツ 学 体育 定・ ニュースポーツ

育 学校保健(  小児・ 保健、学校 )

ジャー・ リ ー 学校とスポーツの

スポーツ 学(  ・ ) 学校体育

スポーツ生 学 スポーツ 学 ( )

ーニ グ 教育 び実

ニ ス  び実

外教育 ( )

アス コ ニ グ ( )

( の ) 体育ダ ス( )

体力 ーニ グ実 実

リ ー ー

キャ プ スキー

アロ ダ ス

スポーツ健康学実

社会体育・健康 業等 設実

体育・スポーツ学 ー ・ 体育・スポーツ学 ー ・

教育学 ー ・ 教育学 ー ・

教養教育 ー ・ 教養教育 ー ・

卒業 (体育・スポーツ学 ー は必修)

卒業要件単位

) は、教育職員免許状取得 者の必修科目 は、教育職員免許状取得 者の選 必修科目 科目 単位以上

分
履修
単位

履修
単位

履修
単位

履修
単位

４

教職 教育 教育 学 支援教育 教職実践

生 指導 ( 指導) 教育行 学 保健体育科教育 ・ 教育実

教育課程 体育実 指導

な学 の時 の指導 保健指導 の指導

動の指導 教育

教育 ( び教 の )

) は、卒業に必要な単位 に めることができる指定科目

　 体 大学 に した ル 短期大学

選
単位

以 上

指導 び実 ・

ー 健康 専 コー

に

す

る

科

目

育 専 コー

体つくり運動指導 び実

運動指導 び実 ・

教養科目の 分 科目の 分 教職科目中の指定科目

ー ス ー ー

選 必修

選

・
実

４単位

分

教
職
科
目

教
免
必
修

上 指導 び実 ・

ダ ス指導 び実 ・

指導 び実

指導 び実 ・

に

す

る

科

目

実

選

必

修

コー ン 専 コー

選

必
修

コー ン 専 コー

育 専 コー

ー 健康 専 コー

外 ・ 講座 ラ ア ラ ア実

実

必修

選
必修

必修

選
必修

分

教
養
科
目

必修

選 単位
以 上

－ － 

《分野》 教育学              《分野》 教養教育 

細目 領域(ゼミ名) 

人文科学 国文学 

英文学 

自然科学 環境学※ 

社会科学 社会科学 

芸術 美術 

音楽 

 

※平成３１年度は未開講 

 

 

 

 

 

(2)  ゼミナール・卒業研究の単位 

分野 

項目 

①体育・スポーツ学 

ゼミナール 

②教育学 

ゼミナール 

③教養教育 

ゼミナール 

主たる分科 

 

・体育学 ・コーチング学 

・スポーツ健康学 

※３専攻コースに対応 

・学校教育 

※教職に関する科目と関連 

 

・人文科学 ・自然科学 

・社会科学 ・芸術 

※教養科目と関連 

卒業研究の 

有無 

 

（必 須） （選択制） 

◇４年次進級時までに、指導教員と相談の上決定する。 

 

＊卒研を選択した場合    ＊卒研を選択しない場合 

・卒業研究         ・研究発表のみ（選択制）

・抄録作成 

・研究発表 

最低修得単位 ６単位 ４単位 

履修モデル 

 

《ｾﾞﾐﾅｰﾙ》 

半期:１ 単位 

 

 

《卒業研究》 

半期:２単位 

 

 

３年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠａ/ｂ：２ 単位 

     ＋ 

４年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ＋卒研 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡａ/ｂ：２単位 

卒業研究(後期)：２ 単位 

 

合計修得単位数 

６単位 

＊卒研を選択した場合 

３年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠａ/ｂ：２ 単位 

     ＋ 

４年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ＋卒研 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡａ/ｂ：２ 単位 

卒業研究(後期)：２単位 

 

合計修得単位数 

６単位 

＊卒研を選択した場合 

３年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅠａ/ｂ：２ 単位

     ＋ 

４年次 ｾﾞﾐﾅｰﾙ＋卒研 

ｾﾞﾐﾅｰﾙⅡａ/ｂ：２ 単位

 

 

合計修得単位数 

４単位 

 

細目 領域(ゼミ名) 

学校教育 教育原理 

教育行政 

教育心理 

道徳教育 

特別活動 

教育工学 

教育相談 

生徒指導       

幼児教育 

社会福祉 

保育実践 

保育内容 
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分
履修
単位

履修
単位

必修 の教育 キャリア 講座

日本 リ ラ ー

外 コ ュニ ー ・

と人 と自 の保 と と人 社会と人

スポーツ 生 学( 運動生 学) スポーツ 学

スポーツ 養学 スポーツ

必修 ( 実 )

体つくり運動 ・ 運動 ・ 上 ・ ( ) ( ) 体 ・

( ス ー ) ( ー ー ) ( ー ) ( ー )

ダ ス ・ アロ ダ ス

スポーツ 学( ) 運動学( 運動 ) 生学 び公 生学

学校保健( 小児保健・ 保健、学校 ) ク 　コー ン 論　 ー 社会

学校とスポーツの スポーツ行 学 レー ン 概論　 ー 理

ニ ス アス コ ニ グ 設の スポーツ 学 運動

スポーツ生 学 体育 定・ アダプ スポーツ

学校体育 ジャー・ リ ー

キャ プ リ ー 実 ( ニュースポーツ)

体力 ーニ グ実

分
履修
単位

履修
単位

教職  教育  教育 学 支援教育 教育課程

保健体育科教育 ・ の指導 動の指導 な学 の時 の指導

教育 ( び教 の ) 生 指導 指導 教育

教職実践 教育実

) は、卒業に必要な単位 に めることができる指定科目

分
履修
単位

履修
単位

必修 の教育 キャリア 講座

日本 リ ラ ー

外 コ ュニ ー ・

と人 と自 の保 と と人 社会と人

スポーツ 生 学( 運動生 学) スポーツ 学

スポーツ 養学 スポーツ

必修 ( 実 )

体つくり運動 ・  上 ・  ダ ス ・ ( ー ) ( ー )

( ス ) ( ー ー ) ( ) ( ) 体 ・

アロ ダ ス

運動 ・

スポーツ 学( ) スポーツ生 学 生学 び公 生学

アス コ ニ グ ーニ グ 運動 体育 定・

ニ ス コー グ スポーツ社会学

学校保健( 小児保健・ 保健、学校 ) 運動学( 運動 ) スポーツ 学

学校とスポーツの スポーツ行 学 設の スポーツ 学

アダプ スポーツ

学校体育 ジャー・ リ ー

キャ プ 体力 ーニ グ実

リ ー 実 ( ニュースポーツ)

定

教職必修

履修 健康運動実践指導者・スポーツプログラマー・ジュニアスポーツ指導員の受験資格取得 の

分

教
養
科
目

実

選

分

教
職
科
目

選
単位

スキー ス ー ー 社会体育 設実

卒業要件単位

　ス ー 指 の資格を取得し、 育の指 を目指す学生のための履修モデル

分

教
養
科
目

選
単位

外 ・ 講座 ラ ア ラ ア実

卒業要件単位 単位

科
目

必修

実 選
単位

選

選
単位

選

実 社会体育 設実

スキー ス ー ー

単位

科
目

必修

選
単位

選

実

　　　 し た 履 修 モ デ ル

履修 中学校教諭 二種免許状(保健体育)取得 の

　　 学 の を目指す学生のための履修モデル

選
単位

外 ・ 講座 ラ ア ラ ア実

東京女子体育短期大学 体育学
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分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 日本 外 コ ュニ ー ( ) ・

外 動 ・ 体育 体育実 ( )

児童と 学 と人 社会と人 児童と 学 と人 社会と人

外 ・ 講座 社会と ラ ア 外 ・ 講座 社会と ラ ア

自 科学 と自 の保 自 科学 と自 の保

( ) 社会 科  ・ ( )

幼児体育 体育

生 幼児体育 小学校 ・ 体育

リ び( リ ) 幼児の生 と び

教 保育者・教 保育  

教育 ( 学校の と )

必修 学 幼児

必修 教育課程 保育・教育課程 保育

科教育 社会科教育  科教育 保育 (人 )指導  保育 ( )指導

科教育 科教育   科教育 保育 ( )指導 保育 ( 形 )指導

体育科教育 保育 (健康)指導 の指導 な学 の時 の指導

保育 ( )指導 保育 ( )指導 動の指導

 科教育 社会科教育   科教育

科教育 生 科教育  科教育

科教育   科教育

体育科教育   小学校 教育

教育 び教 の 支援教育 教育

障 児保育 ・ ( 支援教育) 生 指導 指導

選 リ ー リ ー

必修 教職実践 保育・教職(幼稚園)実践

必修 教育実 (幼稚園) ・ 教育実 (幼・小)

分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 日本 外 コ ュニ ー ( ) ・

外 動 ・ 体育 体育実 ( )

児童と 学 と人 社会と人 児童と 学 と人 社会と人

外 ・ 講座 社会と ラ ア 外 ・ 講座 社会と ラ ア

自 科学 と自 の保 自 科学 と自 の保

( ) 社会 科  

体育

選 生   ・ 小学校 ・ 体育

必修 教 教育 ( 学校の と )  

必修 学

必修  教育課程

科教育 社会科教育  科教育 の指導   な学 の時 の指導

科教育 科教育   科教育 動の指導

体育科教育

科教育 社会科教育   科教育

科教育 生 科教育  科教育

科教育   科教育   体育科教育

小学校 教育

必修 教育 び教 の 支援教育 教育 生 指導 ( 指導)

選 リ ー リ ー

必修 教職実践

必修 教育実 (幼・小)

必修

選

科目(選 )

・

科
目

教
科

履修単位

教養・ 科目(選 )

必修

選 必修

教
育

指
導

必修

 

履修単位

実

各
必修

　　　 し た 履 修 モ デ ル

履修 幼小コース（ 学 ）

　 学 を取得し、 学 を目指す学生のための履修モデル

分

必修
教
養
科
目 選

東京女子体育短期大学 育学

履修 幼小コース（幼 学 ）

　幼 学 の の を取得し、幼 育の 目の履修を す 学生のための履修モデル

分

教
養
科
目

必修

科
目

選

 

各

教育

指導

選

教
科

・

実

必修

必修
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分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 日本 外 コ ュニ ー ( ) ・

外 動 ・ 体育 体育実 ( )

児童と 学 と人 社会と人 児童と 学 と人 社会と人

外 ・ 講座 社会と ラ ア 外 ・ 講座 社会と ラ ア

自 科学 と自 の保 自 科学 と自 の保

必修 ・ 幼児体育 ( )

幼児体育   ・ リ び( リ )

幼児の生 と び

保育者・教 教育 ( 学校の と )  

保育

必修 学 幼児

必修 保育・教育課程 保育

保育 (健康)指導 保育 ( )指導 保育 (人 )指導 保育 ( )指導

保育 ( )指導 保育 ( )指導 保育 ( 形 )指導

必修 教育 び教 の 支援教育 教育

選 リ ー リ ー

必修 保育・教職(幼稚園)実践

必修 教育実 (幼稚園) ・ ・ 教育実 (幼稚園)( )・

分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 日本 外 コ ュニ ー ( ) ・

外 動 ・ 体育 体育実 ( )

児童と 学 と人 社会と人 児童と 学 と人 社会と人

外 ・ 講座 社会と ラ ア 外 ・ 講座 社会と ラ ア

自 科学 と自 の保 自 科学 と自 の保

必修 ・ 幼児体育 ( )

選 必修 幼児体育 幼児の生 と び

選 ・ リ び( リ )

保育者・教 教育 ( 学校の と ) ども 支援 社会 養

保育 ども 社会

選 必修 児童 設 保育 学

必修 学 どもの保健 ども 支援の 学 幼児 どもの と 養

選 必修 こども学 学

必修 保育・教育課程 保育

保育 (健康)指導 保育 ( )指導 保育 (人 )指導 保育 ( )指導

保育 ( )指導 保育 ( )指導

保育 ( 形 )指導

どもと健康 どもと どもと人

どもと

教育 び教 の 児保育 ・ どもの健康と 教育

障 児保育 ・ ( 支援教育) 支援教育 社会 養 育て支援

選 リ ー リ ー

必修 保育・教職(幼稚園)実践

必修 教育実 (幼稚園) ・ ・ 教育実 (幼稚園)( )・

保育実 指導  保育実 (保育所)  

保育実 ( 設)

保育実 指導 ・保育実

保育実 指導 ・保育実

は のい れかを選

実
 

教
科

必修

教
養
科
目

必修

選

履修単位

科目(選 必修 )

科目(選 必修 )

必修

選 必修

必修各

教
育

指
導 必修

履修 幼小コース 幼保コース（幼 ）

　幼 を取得し、幼 を目指す学生のための履修モデル

教
科 選

各

必修

教養・ 科目(選 )

履修 幼保コース（幼 保育士）

　幼 保育士資格の を取得し、幼 た 保育士を目指す学生のための履修モデル

分

履修単位

実

・

科
目

科目(選 )

教
育

指
導

必修

分

選

教
養
科
目

必修

必修
・

科
目
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分
履修
単位

履修
単位

の教育 キャリア 講座 外 コ ュニ ー ( )

外 動 体育 体育実 ( )

児童と 学 と人 社会と人 児童と 学 と人 社会と人 日本

外 ・ 講座 社会と ラ ア 外 ・ 講座 社会と ラ ア

自 科学 と自 の保 自 科学 と自 の保

外 コ ュニ ー ( )

必修 ( )

選 必修 ・ 幼児体育 ・ 幼児の生 と び

選 ・ リ び( リ )

保育者・教 教育 ( 学校の と ) ども 支援 社会 養

保育 ども 社会

選 必修 児童 設 保育 学

必修 学 どもの保健 ども 支援の 学 幼児 どもの と 養

選 必修 ども学 学

必修 保育・教育課程 保育

保育 (健康)指導 保育 ( )指導 保育 (人 )指導 保育 ( )指導

保育 ( )指導  

選 必修 保育 ( 形 )指導 保育 ( )指導

どもと健康 どもと どもと人

どもと

障 児保育 ・ ( 支援教育) 児保育 ・ どもの健康と   社会 養

育て支援

教育 ( び教 の ) リ ー 教育

リ ー

必修 保育・教職(幼稚園)実践

保育実 指導  保育実 (保育所)  

保育実 ( 設)

保育実 指導 ・保育実

保育実 指導 ・保育実

は のい れかを選

必修

単位単位
選

教
養
科
目

必修

選 必修

実

履修 幼保コース（保育士）

　保育士資格を取得し、保育士を目指す学生のための履修モデル

必修

分

必修

教
科

各

科
目

履修単位

教
育

指
導

選

必修

必修

科目(選 必修 )

 

科目(選 必修 )

・
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1 ( 2 ) 期 中授業(学 学外)

◎

の教育 講 ・

講座 講

キャリア 講 ・

と人 講

学と人 講

と 考 講

と自 の保 講

と人 講

日本 講

リ ラ ー 講

生 と 講

と 講

と 講

と生 講

社会と人 講

ラ ア 講

ラ ア実 実

ー プ 実

外 ・ 講座 開講

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

単位

スポーツ 講

スポーツ 学 講

生  学 講

スポーツ 養学  講

スポーツ 講

体つくり運動 実 講

体つくり運動 実 講

運動 実 講

運動 実 講

上 実 講

上 実 講

ダ  ス 実 講

ダ  ス 実 講

実 講

実 講

ー ー 実 講

ス ー 実 講

実 講

実 講

 体  実 講

 体  実 講

運動 実 講

運動 実 講

上  実 講

上 実 講

ダ  ス 実 講

ダ  ス 実 講

ー 実 講

ー 実 講

単位

     考

必
修

単   位

教

養

科

目

単位

に

す

る

科

目

修得
単 位 

４単位

◎

◎

必
 
修

選

履 修 学 履修
分

◎

授 業 科 目

◎

実

つの外 を選
し ・ を必修

とする

単位
※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

選

単位
※ は、教育職員免
許状取得 者の必
修科目

必

修

・ は 履
修

※ は、教育職員免
許状取得 者の必
修科目

単位

 

・ は単 履
修

選

単位
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運動 講

スポーツ 講

運動 講

身体学 講

体育科教育学 講

スポーツ社会学 講

運動 講

学 講

アダプ スポーツ 講

体 コー グ 講 ・

体 コー グ び実

体 コー グ び実

体 コー グ び実

体 コー グ 講 ・

体 コー グ び実

体 コー グ び実

体 コー グ び実

上 コー グ 講 ・

上 コー グ び実

上 コー グ び実

上 コー グ び実

ー ー コー グ 講 ・

ー ー コー グ び実

ー ー コー グ び実

ー ー コー グ び実

ス ー コー グ 講 ・

ス ー コー グ び実

ス ー コー グ び実

ス ー コー グ び実

ー コー グ 講 ・

ー コー グ び実

ー コー グ び実

ー コー グ び実

ー コー グ 講 ・

ー コー グ び実

ー コー グ び実

ー コー グ び実

体つくり運動指導 び実

運動指導 び実

運動指導 び実

上 指導 び実

上 指導 び実

ダ ス指導 び実

ダ ス指導 び実

指導 び実

指導 び実

指導 び実

指導 び実

指導 び実

健康体力づくり指導 び実

健康体力づくり指導 び実

体力 の と実

健康 の と実

スポーツリ リ ー

スポーツリ リ ー

単位

履修
分

スポーツ健康学
コース

に

す
る
科
目

体育学
コース

実

授 業 科 目

体育学
コース

コー グ学
コース

を
選 し

単位

コー グ学
コース

コ
ー

ス
選

つの 種目を選
し、 履修する

こと

・ は単 履修

と同

を選 し

４単位

コ
ー

ス
選

・ の に履修す
ること

スポーツ健康学
コース

単   位
履 修 学 修得

単 位 
     考
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スポーツ 学 講

運動学 講

コー グ  講

スポーツ 学 講

スポーツ行 学 講

育 講

ジャー・ リ ー 講

運動 講

生学 び公 生学 講

スポーツ 学 ・ 講

スポーツ生 学 講

スポーツ 養学  講

体育 定・ 講

ーニ グ 講

学校保健( 小児・ 保健、学校 ) 講

学校とスポーツの 講

学校体育 講

スポーツ 学 リ グ 講

ニ ス 講

スポーツ 講

アス コ ニ グ 講

外教育 講

の 講 ・

教育 び実 講 ・

び実 講 ・

体力 ーニ グ実

リ ー ー

キャ プ

スキー

コ ポラリーダ ス ス リー ダ ス

体育ダ ス

アロ ダ ス

実

ニュースポーツ

ー

ス ー ー

スポーツ健康学実

社会体育・健康 業等 設実 実

単位

一 ー

一 ー

一 ー

一 ー

ー

ー

ー 卒業

ー 卒業

単位

12

◎

◎

教養科目の科目のうち、 修得単位 を えて履修した科目

◎

授 業 科 目 単   位

◎

授業科目
履 修 学

◎

単位

選

     考

教職に する科目のうち、指定科目から履修した科目

４単位

科
目

に

す

る

科

目

選

・

実

卒業認定単位に め

単   位

選 ・実
と て 単

位

     考

◎

単位

以 上

修得
単 位 

講 科目 は講
・ 科目から
単位以上を履修

すること

※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

は、教育職員
免許状取得 者
が 科目中、 科
目 単位以上の修
得を必要とする科
目

履修
分

な 得

選

◎

◎

に する科目のうち、 修得単位 を えて履修した科目

履 修 学 履修
分

修得
単 位 
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教職 講

教育 講

教育行 学 講

教育 学 講

支援教育 講

教育課程 講

保健体育科教育 講

保健体育科教育 講

体育実 指導 講

保健指導 講

の指導 講

な学 の時 の指導 講  

動の指導 講

教育 び教 の ) 講

生 指導 指導 講

教育 講

教職実践

教育実 実

※ 成 一部 「社会体育・健康 業等 設実 」 単位 実 実 に 卒業認定単位に めない。

科目
単位

教

職

必

修

教
職
に

す
る
科
目

◎

は、卒業に必
要な単位 に め
ることができる指
定科目

授業科目 単   位
履 修 学 履修

分
修得

単 位 
     考

※ 成 一部 の 設、科目名 の 「 の指導 」「 動の指導 」

※ 成

※ は、教職免許状取得 者の必修科目

は、教職免許状取得 者が 科目中、 科目 単位以上の修得を必要とする科目

履修学 ・開講期(前期・ 期)は、時 り 成等の により することがある。

は、卒業に必要な単位 に めることができる指定科目    

※ 成 一部 ー 履修 分名 び卒業 の取り い

※ 成 一部 ー 履修 分名 び卒業 の取り い

※ 成 一部 「 支援教育 」「 な学 の時 の指導 」科目 設
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 2 期 中授業(学 学外)

◎

講 ・

講 ・

講

講

講

講

講

講

講

講

講

実

実

４単位

講

講

講

講

講

実 ◎ 修必 単位

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

実 ・講

４単位

社会と人

「 」「 」が付記
されている科目は

履修すること

体つくり運動

運動

運動

上

上

ス ー

ー ー

※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

スポーツ 学

生 学 運動生 学

スポーツ 養学

スポーツ

実

( 実    

体つくり運動  

選

必

修

単位

必

修
単位

ダ ス

ダ ス

体  

体  

ラ ア実 ◎

に

す

る

科

目

スポーツ

ー         

ー       

アロ ダ ス

ー プ

外 コ ュニ ー

外 コ ュニ ー

外 講座 開講 ◎

ラ ア ◎

考

の教育 必

修
４単位キャリア

講座

授 業 科 目 名 単 位
履修学 履

修分
修得

単位

日本

と人

リ ラ ー

教

養

科

目

◎

選

単位

外 コ ュニ
ー ( )
・ は 履修

すること

※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

と人

と自 の保

と
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講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

実 ・講 ◎

実 ・講 ◎

実

実 卒業認定単位に め

４単位

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

講

実

ーニ グ ※ は、教育職員
免許状取得 者
の必修科目

教養科目のうち、 修得単位 を えて履修した科目

に する科目のうち、 修得単位 を えて履修した科目

選
リ ー 実 ( ニュースポーツ)

キャ プ

運動

科目

単位

は、卒業に必
要な単位 に め
ることができる指
定科目

教育 ( 学校の と )

教育 学

教育課程

保健体育科教育

保健体育科教育

の指導

教

職

必

修
生 指導 指導

◎

◎

社会体育 設実 ◎

な 得

教育

教職実践

教育実

体育 定・

教

職

に

す

る

科

目

教職

動の指導

教育 び教 の

アダプ スポーツ

学校体育

ジャー・ リ ー

選

実

コー グ

スポーツ社会学

アス コ ニ グ

ス ー ー

体力 ーニ グ実

ス キ ー

スポーツ 学

設の

スポーツ 学

スポーツ生 学

考

に

す

る

科

目

選

運動学( 運動  

選

４単位

以上

スポーツ 学 (  

生学 び公 生学

授 業 科 目 単 位
履修学 履修

分
修得

単位

教職に する科目のうち、指定科目から履修した科目

学校保健 ( 小児保健・ 保健、学校 ) 

学校とスポーツの  

スポーツ行 学

ニ ス

※ 成 一部 科目名 の 「 の指導 」「 動の指導 」

※ 成

「 支援教育 」「 な学 の時 の指導 」科目 設

支援教育

な学 の時 の指導

※ 成 一部 「 ー プ」科目 設

「社会体育 設実 」単位 実 実 に し卒業認定単位に めない。
※ 成 一部 科目名 の 「教育 ( 学校の と )」

は、卒業に必要な単位 に めることができる指定科目    

履修学 ・開講期(前期・ 期)は、時 り 成等の により することがある。

※ は、教職免許状取得 者の必修科目

— 39 —



 ( )

  31年

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

の教育 講義・演習 1

リ ン 講義・演習 1 　

講 講義 2

児 と 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

と人間 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目 

法 講義 2 必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位 ○  

社会と人間 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

・ 講 　 演習 2 ○ ○ 授業・ 年開講

社会と ン 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

科 門 講義 2 ○ ○

環境と の保全 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

活 演習 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 必修 1単位 授業

)Ⅰ 演習 1 　

)Ⅱ 演習 1 ○

情報機器演習Ⅰ 演習 1

情報機器演習Ⅱ 演習 1 ○

育理論 講義 1

育実 （含 ） 実 1

必修 13単位 必修 13単位 必修 13単位

含 ） 講義 2

社会 講義 2

数 講義 2

理科 講義 2 ○

活 講義 2 ○

演習 1 ○

演習 1

音楽 演習 1 必修 1単位

音楽 Ⅰ 演習 1 ○) ○) ○)

音楽 Ⅱ 演習 1

音楽 Ⅲ 演習 1

音楽 Ⅳ 演習 1

Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 必修 1単位

Ⅱ 演習 1 選択 選択 　 選択

幼児 育Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位

幼児 育Ⅱ 演習 1

リ び（含リ ク） 演習 1

育Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位

育Ⅱ 演習 1 選択 選択

総合表現（ レ ） 演習 2 必修 2単位 必修 2単位

表現 演習 1 ○

幼児の 活と び 演習 1

教 論 講義 2 必修 2単位 ○

保育 ・教 論 講義 2 　　 　　 ○

教育 理 含 の と ) 講義 2 必修 2単位

保育 理 講義 2

理 講義 2 必修 2単位

幼児理解 講義 1 ○
3単位

専
門
科
目

理
論
科
目

教
　
養
 

科
　
目

育
科
目

教養科目　　計

教
科
科
目

理
解

科
目

教
養
科
目

必修 8単位

必修 4単位 

選択

選択 　

必修 4単位

4単位 

　

4単位

2単位必修

必修 8単位

選択

必修

選択

選択 　

必修 2単位

選択 　

必修必修 2単位

必修 8単位

選択

幼稚園教諭免許
教諭免許

必修

選択

選択

必修

教諭免許

履修方法

 幼  コ ー  

科目
区分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許

・
情
報

科
目

演
習

科
目

　： 業（ 位 得） 必 必修科目

1年 2年

選択 　

履修方法

開講時期

備　考

4単位 

履修方法

必修 4単位

必修

　 　

必修 2単位

選択

選択 　

　 　

必修 6単位 

2単位

選択

必修 3単位

　

選択 　

選択
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子 育 期 児 教育 科 31年 リ )　

  31年

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

の教育 講義・演習 1

リ ン 講義・演習 1 　

講 講義 2

児 と 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

と人間 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目 

法 講義 2 必修 2単位 必修 2単位 ○  

社会と人間 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

・ 講 　 演習 2 ○ ○ 授業・ 年開講

社会と ン 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

科 門 講義 2 ○ ○

環境と の保全 講義 2 ○ ○ 1・２年次共通科目

活 演習 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 必修 1単位 授業

)Ⅰ 演習 1 必修 1単位 　

)Ⅱ 演習 1 選択 ○

情報機器演習Ⅰ 演習 1 必修 1単位

情報機器演習Ⅱ 演習 1 選択 ○

育理論 講義 1

育実 （含 ） 実 1

必修 13単位 必修 13単位 必修 9単位

選択 2単位

表現 演習 1 選択    ○

幼児の 活と び 演習 1 選択必修 ♯ 選択必修 ♯ ○

音楽 演習 1 必修 1単位

音楽 Ⅰ 演習 1 選択必修 ♯ ○) ○) ○)

音楽 Ⅱ 演習 1

音楽 Ⅲ 演習 1

音楽 Ⅳ 演習 1 ○

Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ♯ ○

Ⅱ 演習 1 選択必修 ♯ 選択 　 ♯

幼児 育Ⅰ 演習 1 必修 1単位 必修 1単位 ♯

幼児 育Ⅱ 演習 1 選択必修 ♯ ♯

リ び（含リ ク） 演習 1 選択 　 選択 　

総合表現（ レ ） 演習 2 必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位

保育 ・教 論 講義 2

教育 理 含 の と ) 講義 2

保育 理 講義 2

子ども 講義 2

社会 講義 2

子ども 支援論 講義 2 ○

社会的養護Ⅰ 講義 2

児 施設 演習 1 ♯ ♯

保育 演習 1 ♯ ♯

ども 講義 2  選択必修 ♯ 　 　  選択必修 ♯

理 講義 2 必修 2単位

子ども 支援の 理 講義 2 　 　 ○

幼児理解 演習 1 必修 1単位 ○

理 演習 1 選択必修 ♯ 選択必修 ♯ ○

子どもの保健 講義 2 ○

子どもの と 養 演習 2 ○

専
　
門
　
科
　
目

必修

選択必修

必修 5単位5単位

必修

理
解
科
目

必修 4単位 4単位

 選択必修

14単位

教養科目　　計

教
科
科
目

選択

選択

必修 2単位

選択

 選択必修

　

理
論
科
目

必修

必修 14単位

必修

必修

選択 　

2単位

必修

6単位 

2単位

4単位 4単位

必修

　

　

選択 　

　： 業（ 位 得） 必 必修科目

育
科
目

教
　
養
 

科
　
目

演
習

科
目

教
養
科
目

・
情
報

科
目

 幼 保 コ ー  

科　目
区　分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許 保育士資格 開講時期

備　考

必修 4単位 

選択 　

選択

履修方法 履修方法 1年 2年

幼稚園教諭免許
保育士資格

選択

履修方法

2単位必修

選択

2単位

必修 4単位 

必修

必修

　

必修 4単位 

選択
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区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

区分
最低履修
単位数

前期 後期 前期 後期

科　目
区　分

授　業　科　目
授業
形式

単位

幼稚園教諭免許 保育士資格 開講時期

備　考履修方法 履修方法 1年 2年

幼稚園教諭免許
保育士資格

履修方法

保育・教育課程論 講義 2 ○

保育内容総論 演習 1 ○

保育内容（健康）指導法 演習 1 ○

保育内容（人間関係）指導法 演習 1 ○

保育内容（環境）指導法 演習 1 ○

保育内容（言葉）指導法 演習 1 ○

保育内容（表現）指導法 演習 1 ○

保育内容（音楽表現）指導法 演習 1 ♯ ○

保育内容（造形表現）指導法 演習 1 ♯ ○

子どもと健康 演習 1 ○

子どもと言葉 演習 1 ○

子どもと人間関係 演習 1 ○

子どもと表現 演習 1 ○

教育方法 （含情報機器及び教材活用） 講義 2 必修 2単位 選択 　 ○

乳児保育Ⅰ 講義 2 ○

乳児保育Ⅱ 演習 1 ○

子どもの健康と安全 演習 1 ○

特別支援教育概論 講義 1 必修 1単位 ○

障害児保育Ⅰ（含特別支援教育） 演習 1 ○

障害児保育Ⅱ（含特別支援教育） 演習 1 ○

社会的養護Ⅱ 演習 1 ○

子育て支援 演習 1 ○

教育相談 講義 2 必修 2単位 ○

レクリエーション演習 演習 1 選択 選択 　 ○ ○ 1・２年次共通科目

保育・教職（幼稚園）実践演習 演習 2 必修 2単位 必修 2単位 必修 2単位 ○

教育実習（幼稚園）Ⅰ 実習 1 ○ ○ 15コマ

教育実習（幼稚園）Ⅱ 実習 1 ○ ○ 15コマ

教育実習（幼稚園）Ⅲ 実習 2 ○ 1年次：9月2週間

教育実習（幼稚園）Ⅳ 実習 2 ○ 2年次：6月2週間

保育実習指導Ⅰ 演習 2 ○ ○

保育実習Ⅰ（保育所） 実習 2 ○ 1年次：2月

保育実習Ⅰ（施設） 実習 2 ○ 1年次：3月

保育実習指導Ⅱ 演習 1 ○

保育実習Ⅱ 実習 2 ○ 2年次：9月

保育実習指導Ⅲ 演習 1 ○

保育実習Ⅲ 実習 2 ○ 2年次：9月

必修 70単位 必修 38単位 必修 54単位 23 26 29 21

1)選択必修 3単位 　 　 1)選択必修 3単位 　

2)選択必修 2単位 2)選択必修 4単位 　

選択 4単位

選択 10単位  

1)選択必修　 保育実習指導・保育実習のⅡ又はⅢのいずれかを修得する。

2) 選択必修　選択必修科目♯から修得する。

選択
必修

Ⅱ又はⅢ
のいずれ
かを選択

する

6単位

6単位 

13単位

必修 6単位 

必修 4単位 必修 4単位

必修 4単位

必修 4単位 

選択

　 　

Ⅱ又はⅢ
のいずれ
かを選択

する

専門科目　計

専
　
門
　
科
　
目

内
容
・
方
法
科
目

総
論

教
育
内
容
指
導
法

内
容
・
方
法
各
論

選択
必修

必修

必修

必修

内
容
理
解
・
方
法

必修 3単位

必修

必修 3単位

必修 7単位

必修 3単位

合　　　　　　　　　　計 65単位 72単位88単位

教養科目・専門科目

実
習
科
目

総
合

演
習

科
目

　 　

必修 6単位 選択

必修 7単位

 選択必修

5単位
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 学で できる 育 育  

(1)  

 

(2)  

(2)  

 

 

高等学校教諭一種免許状 保健体育  
中学校教諭一種免許状 保健体育  
中学校教諭二種免許状 保健体育  
小学校教諭二種免許状 
幼稚園教諭二種免許状 
保育士資格 

 

 育 育 の  

(1)  

 
 
 
 
 
(2)  

 
 

教育職員免許状を取得するには、 の事項を て たすことが必要です。

 大学 は短期大学を卒業する。 
 教育職員免許状取得に必要な ての授業科目の単位を修得する。 
 教育実 を履修する。 
 等体験を行う ただし、小・中学校教諭の免許状の 。 
 教育職員免許状の授 をする。 

 保育士資格を取得するには、 の事項を て たすことが必要です。 
 短期大学を卒業する。 
 保育士資格取得に必要な ての授業科目の単位を修得する。 
 保育実 を履修する。 
 保育士資格の をする。 

 

 な  

教育職員免許状・保育士資格を取得するのに必要な履修科目 び単位 は ージを参照すること。 
 

 育  

(1)  

(2)  

 

( )  

( )  

 

卒業  
として に教育実 を行います。 

期 は大学 び保体が 、児教が４ です。 

実 する の前 の までに自分で を得ること。 

 教員を し、教育実 を に履修しようとする い をもっ

ている。 
 身ともに健康である。 
 卒業 単位を修得している。 
 リ ー 、 の他教育実 の事前指導に している。

 教育実 を行うまでに、 の科目が取得 である。 
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高等学校 は中学校で実 する  

教職 、教育 、教育 学、保健体育科教育 、保健体

育科教育  

小学校で実 する  

教職 、教育 、 学、各教科の指導 科・社

会科・ 科・ 科・ 科・体育科の各教育  

幼稚園で実 する  

・教育実 (幼稚園) 、保育  

・教育実 (幼稚園) 、教育実 (幼稚園) 、保育者 教  

 

上記の条件を たさない は、 として教育実 の履修を認めていま

。 

の他教育実 に する詳細は、大学は の 、短大は の

に配付する「教育実 の手引」を参照してください。 

 

  

(1)  

 

(2) ( ) 

( )  
( )  
 
 

 び  

  

 各 日 時  

配 実 として学校が実 を指定します。 

保育実 を行うまでに、 の科目が取得 であること。 
保育実 (保育所)  

     どもと 、 どもと健康 

保育実 設  

     ども  

保育実  

     保育実 保育所  

保育実 設  

     保育実 保育所  
 

 体  

 

 

 

 

 

(1)  

 

(2)  

 

( ) の な  

小学校 び中学校の教諭の免許状を取得しようとする学生は、 等体

験を実 することが づ られています。 
開講科目であり、卒業単位 び教職必修科目である 科目 スポ

ーツ 、スポーツ 学 、スポーツ 、生 学、教職 の取得が実

条件です。 大学体育学部の  
 大学     ４学  

 短期大学   学  

 支援学校 日  

 社会 設 日  

 支援学校 児童・生 の ・ ・ 、運動会や の
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 学で できる 育 育  

(1)  

 

(2)  

(2)  

 

 

高等学校教諭一種免許状 保健体育  
中学校教諭一種免許状 保健体育  
中学校教諭二種免許状 保健体育  
小学校教諭二種免許状 
幼稚園教諭二種免許状 
保育士資格 

 

 育 育 の  

(1)  

 
 
 
 
 
(2)  

 
 

教育職員免許状を取得するには、 の事項を て たすことが必要です。

 大学 は短期大学を卒業する。 
 教育職員免許状取得に必要な ての授業科目の単位を修得する。 
 教育実 を履修する。 
 等体験を行う ただし、小・中学校教諭の免許状の 。 
 教育職員免許状の授 をする。 

 保育士資格を取得するには、 の事項を て たすことが必要です。 
 短期大学を卒業する。 
 保育士資格取得に必要な ての授業科目の単位を修得する。 
 保育実 を履修する。 
 保育士資格の をする。 

 

 な  

教育職員免許状・保育士資格を取得するのに必要な履修科目 び単位 は ージを参照すること。 
 

 育  

(1)  

(2)  

 

( )  

( )  

 

卒業  
として に教育実 を行います。 

期 は大学 び保体が 、児教が４ です。 

実 する の前 の までに自分で を得ること。 

 教員を し、教育実 を に履修しようとする い をもっ

ている。 
 身ともに健康である。 
 卒業 単位を修得している。 
 リ ー 、 の他教育実 の事前指導に している。

 教育実 を行うまでに、 の科目が取得 である。 
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手 い、プー 指導、 ・校外学 の付 い等 
 社会 設 設 者の ・ ・ 、 設の 業・行事

等の業 、 ・ 等の手 い 
詳細は、 「 等体験の手引」を参照すること。 大学は 、

短大は の４ に配付する。  

 

 育 の  

教育職員免許状の は として個人が行うものですが、 として、大学・短期大学が一 して

教育 員会に することにより、卒業と同時に免許状を取得することができます。この 、 の手

が必要になります。 
( ) 教育職員免許状授  卒業 の 上  

( ) 教育職員免許状授 に う の 名      

( ) 教育職員免許状授 手 の                        

 

 資格の  

保育士資格の は として個人が行うものですが、 として、短期大学(指定保育士養成 設)が

一 して保育士 ・ 事 ー することにより、卒業と同時に資格を取得するこ

とができます。この 、 の手 が必要になります。 
( ) 手  卒業 の 中  

( ) 卒業(修 )         

( ) 教育職員免許状授 手 の                     
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Ⅶ 取得可能な資格  

 

(1)  資格取得の意義 

   本学は多種多様な資格を在学中に取得することができます。自分のキャリアのために何が必要か、どれを

選ぼうかと考えることは、キャリア形成をする上で大切なことです。また、資格取得のための学びは、社会

人として役立つ知識や教養の獲得につながります。学生のうちに、自分自身に適した資格の取得を推奨して

います。 

 

(2)  取得できる資格 

   本学では、定められた授業科目を履修することにより、卒業と同時に教育職員免許状や保育士資格を取得

することができます。また、本学は、(公財)健康・体力づくり事業財団、(公財)日本スポーツ協会、(公財)

日本障がい者スポーツ協会の指導者養成校として認定されていますので、必要な授業科目を履修することに

より、卒業までに各種指導者の資格認定試験を受験することができます。 

なお、こうした資格以外にも、「資格取得講座」を開設するなどして、個々の学生の資格取得支援を行っ

ています。 

資格名 
大学体育学部

体育学科 

短期大学 

保健体育学科 

短期大学 

児童教育学科 

幼小コース 幼小コース 

中学校教諭一種免許状(保健体育) ●    

高等学校教諭一種免許状(保健体育) ●    

中学校教諭二種免許状(保健体育)  ●   

小学校教諭二種免許状 ▲  ●  

幼稚園教諭二種免許状 ▲  ● ● 

保育士資格    ● 

スポーツリーダー ● ●  

ジュニアスポーツ指導員 ◎ ◎ ◎ 

スポーツプログラマー ◎ ◎  

障がい者スポーツ指導員(初級) ● ● ● 

健康運動実践指導者 ◎ ◎  

健康運動実践指士 ◎   

  ●…所定の授業科目の単位を修得し、卒業することによって取得することができる資格 

  ◎…所定の授業科目の単位を修得することによって、在学中に受験することができる資格 

  ▲…併設の短期大学で開講される所定の授業科目の単位を修得することによって、取得ができる資格(ただ

し、履修条件があります。) 

 

  ※上記の資格は、所定の科目を履修し、単位を修得する必要があります。教育職員免許状・保育士資格は

前項の「教育課程・保育士課程」４４頁を参照し、他の資格の詳細はキャリア支援課より配付される「資

格取得の手引き」を参照してください。 
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手 い、プー 指導、 ・校外学 の付 い等 
 社会 設 設 者の ・ ・ 、 設の 業・行事

等の業 、 ・ 等の手 い 
詳細は、 「 等体験の手引」を参照すること。 大学は 、

短大は の４ に配付する。  

 

 育 の  

教育職員免許状の は として個人が行うものですが、 として、大学・短期大学が一 して

教育 員会に することにより、卒業と同時に免許状を取得することができます。この 、 の手

が必要になります。 
( ) 教育職員免許状授  卒業 の 上  

( ) 教育職員免許状授 に う の 名      

( ) 教育職員免許状授 手 の                        

 

 資格の  

保育士資格の は として個人が行うものですが、 として、短期大学(指定保育士養成 設)が

一 して保育士 ・ 事 ー することにより、卒業と同時に資格を取得するこ

とができます。この 、 の手 が必要になります。 
( ) 手  卒業 の 中  

( ) 卒業(修 )         

( ) 教育職員免許状授 手 の                     
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東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

【      】

ER  P POR とは

ER  P POR  の の

を行う

1 ER  P POR  にアク スする

ER  P POR  にロ ンする

ス ードの 方法

学生 の

画面を く 8

を行う 8

を する

8 を 定する 1

ー の と 1

1 を する 1

11 の 1

ーメッ ー 1

に いて 1

掲示 に いて 1
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ER  P POR とは

「 ER  P POR 」とは、 がい で 大学に する を ることのできるシステムです。
これ の学生生 に いて、 に まり、掲示 の 、 とのやり りな 、

ン ス フ 体を て できます。

ER  P POR  の の

「 ER  P POR 」は、東京女子体育大学 東京女子体育短期大学の ーム ー アク スし、
学 に された ータ ース を します。 のように「 」を した 方法とは

い、 ンター ットを した 方法となり を に できる なシステムです。
し し、操作方法を ると、 ータを したり、 が まれるな の 的 が れる
こととなります。
学生の さ は自 と を ち、 に してください。

※ するに たっては、以下のことを してください。

に いて

ポップアップブロックに いて
We ブ ウ や hoo、 oo eな の ール ーの ポップアップブロック を にしていると

画面が表示されま ので、ポップアップブロック を解除してください。

ブ ウ の ール ーに る「 る」 タンは しないでください。

画面は 以上 すると タ ムアウト となります。 タ ムアウト となった場合は、 ロ ン
してください。

ロ ン ス ードは、 生に いては初期 生 にして りますので
してください。

ブ ウ O
n e ne  E o e 以下 W n o 8以下
o  e o 以下 O 以下

上 以外での で を行った場合は、

の はできま
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ス ードの初期 生 の は、 行ってください。

ス ードは、他 に ないでください。 ス ードを れた場合は、 が
まで てください。
※ ス ードの 行には学生 の 示が です。

を り いますので、画面を表示したまま ン れないでください。 ンを れる
場合は、 画面を「ロ アウト」して てください。画面を表示したままにして くと の ン
な の場合は が り他 に が れる が ります。

、 の はシステムメンテ ンスのため できなくなります。
のままメンテ ンスの に ると、その ータは れます。

※ メンテ ンスの はロ ン画面下に表示されます。

※この表示は ンプルです。

の は「 ER  P POR 」上では できま 。
　 タ 。「」、 　

「 ER  P POR 」が表示されない のト ブルが 生した場合は まで
し てください。

に する への 合 は、 の 行 ます。 は 合 が
できま ので、 の に初めて操作を行うことは てください。

「 ER  P POR 」で するに たって 以下の を行ってください。

e 学 、P Wo 初期 は生 の を行い、 ス ード を
行ってください。

にシ ス を し、 する を め めて を行ってください。
※シ スの 方法　 子　P   に
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ER  P POR  にロ ンする

e  と P Wo  を をし、 タンをク ックしてください。

【 】
初 ロ ン ス ードは、 の生 1 1 1 で設定されていますので、

してください。

B ロ ンができなくなったり、 ス ードを れた場合は、 へ てください。

ス ードの 方法

　学生の e は「学 」、初期P Wo は「生 」 、 1 となって
います。生 は、学生 を とした な に されてしまうことが りますので、 初に
ロ ンした に ス ードを してください。
　 ス ードは 以上 以 で、 の を 合 て めてください。 の
大 と小 します

「 ER  P POR 」のトップ画面を きます。

「 」をポ ントし、「 ス ード 」をク ックします。

学 初 の の生
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「 の ス ード」を します。

「 」 に、 以上 以 で の を 合 て めた
ス ードを します。

「 」 に、 の ス ードを します。

て した 、「 」 タンをク ックします。

してよ れ 、 タンをク ックします。

ス ードの ができました。 タンをク ックして します。

　 ロ ン は、 しい ス ードを してください。 の ス ードは
学期以 するため、 れないように すること
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学生 の

メニューの「 」の「学 」をク ックしてください。

学 画面 「学生 」の を行ってください。
「学生 」に いが った場合、「 」 へ してください。

に「学 のため」と してください。
、 を行い「 定」 タンをク ックしてください。

※ システムで できる期 は 定した期 の となります。
期 外で「学生 」が る場合は、 にて きを行ってください。

— 56 —



東京女子体育大学
東京女子体育短期大学　WEB ポータルシステム操作説明書

画面を く

画面上のメニュー ー「 」 をク ックしてください。

を行う

画面は が 、 が となっています。 を したい の
の タンをク ックしてください。
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を する

した に されている の 覧が表示されます。 したい の
にク ックしてチェックをいれてください。

したい にチェックをいれた 、画面 下の タンをク ックします。
※ をク ックするとシ スを表示

※ 、 の 方法
画面を下にスクロールすると「 」「 」の が ります。

「 」をク ックすると な 、 が表示されます。上 と に操作し
「 定」 タンをク ックすると されます。

【 れに 】
※ の ス ー ード、ス ー、 ール、
※ の 育 、 体育 設
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【 】

の に し の にチェックを れてしまうと、 定 に ーとなります。 を
除く

しな れ な ない に いては、 ち の を すると、自動的に う
の を になります。

は、アク ス により画面表示の が くなる場合が ります。その場合は
し く を いて アク スしてください。また「 定」 タンの は、システム ウンを

き こす れが るため に行 ないでください。

期に を している場合、 期の画面に 自動的に表示され、 除することはできま 。

は 期、 期、 を に行います。画面上は「 期」、画面下「 期」となります。

8 を 定する

したい を て し った 、画面 上に る タンを
ク ックします。

チェックを してよ れ 、 タンをク ックします。
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した が、 画面に表示されます。

ーがな れ 、「 ーは りま 。」と表示されます。

画面 上に タンが表示されますのでク ックしてください。

した を 定してよ れ 、 タンをク ックしてください。

タンをク ックしてください。
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定が した 以下の画面が表示されます。

定した で 、 期 で れ を することができます。

ー の と

ーは、 、 ーと ーの で表示されます。

「 、 ー」は、 の に して ーメッ ー が で表示されます。

「 ー」は した を 合的に し、 ーメッ ー を表示します。

ーメッ ー を した 、「 る」 タンをク ックして 画面に り、
を します。
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ーの 生した に いては、 ンク で表示されていますので、 除または
他の のへの を行ってください。

ーに いてはメッ ー が表示されますので、メッ ー に って 除 を
行ってください。

ーを した 、チェック タンをク ックしてください。

ーは、 してください。 しないと できま 。
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1 を する

ーの よ 「チェック」を行い「 定」を行った 、「 表の 」をク ックすると、
された 「学生 表」 が表示されますので、 に いてよく してください。

この画面を して、学期 まで大 に してください。 タンを
ク ックすると できます の「学生 表」を していない に いては、

期 の に する い合 に れない場合が りますので
してください 。
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11 の

した が「学生 表」に に表示されていた 、 は です。

生に して
が した 、メニューの「 」　「 定」　をク ックしてください。

「 に たしています。」　→　 定O
「 に たしていま 。」　→　 を に たすように をしてください。

ーメッ ー

ー

を 学期 に して した場合
表示されます。 の の はできま
のでい れ にしてください。

に を の を した場合に
表示されます。合 の を する
ことはできま 。

の を に して した場合に
表示されます。 や の な

を除き、 に の は
できま のでい れ にしてください。

その他の ー
【 】と表示されている の として、 ーが るまで を してください。
【 】と表示されている の ーを すると に が ます。ただし、これまでの

により が な場合に り、表示された
ままで を 定できます。

【 】と表示されている の 上 の【 】や【 】 ーを 解説する のです。
よく でください。

ーメッ ー チェック よ 方法

を に することはできま

のため できま

に の を することはできま

【 】

を行った に「 定」 タンをク ックし れた場合、 した りの が「学生 表」

に っていない場合が ります。「学生 表」に っていない は できていま ので

してください。

【 】

を行った は、 ロ アウトし、 したブ ウ を さ てください。

ブ ウ を いたまま を れると、他 に を される れが ります。
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に いて

では、これまでに した を することができます。

「 」のメニュー を します。

表示 ターンを り ることで
との できます。

に した 、 を
することができます。

※は を示しています。
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掲示 に いて

　掲示 には、 の や、 、 、 な が表示されます。 は
されています。 にロ ンして を してください。

　メール設定で アド スを設定した場合は、掲示 に表示された が されます。

ーム画面での 掲示
　それ れの掲示の 覧には、 まで表示されています。それ以 の掲示に いては「 覧表示」
をク ックすると表示されます。

掲示の 方法
をク ックすると が表示されます。
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≪スマートフォンやｉPhoneでＵＮＩＰＡの掲示が閲覧できない学生へ≫

スマートフォンやｉPhoneでＵＮＩＰＡの掲示が閲覧できないという場合は、以下の設定を行ってください。

【Ａｎｄｒｏｉｄ】での設定方法 【ｉPhone】での設定方法

ｗｅｂ画面を表示したまま→「メニュー」OR「その他」 「設定」→「ｓａｆａｒｉ」

→「設定」 →「ポップアップブロック」を「オフ」にします。
→「ポップアップブロック」のチェックを外します。

※「ポップアップ」とはＷＥＢ上で自動的に立ち上がる小さなウィンドウのことで「ポップアップブロック」とはこのポップアップウィン
表示しないようにしている設定をいいます。
スマートフォンの初期設定ではこのポップアップブロック設定が「オン」になっていることが多いため設定を解除することでポップア
ウィンドウが表示されるようになります。
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